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時間的ズレを考慮した幼児の運動能力への生活環境の関与の相関分析

青柳 領(福岡大学体育学部)

(平成5年 10月13日受付、平成6年2月1日受理)

The correlational analysis of living conditions and 

motor performance of preschool children 

according to the time lag 

OsarI111Aoyagi1) 

Abstract 

l 

The purpose of this study is to investigate the relationship between living conditions and the 

motor performance abilities of preschool children according to the time lag from a multivariate 

statistical point of view. Samples were 104 kindergarten children measured in 1988 and 1989， 

and their living conditions were surveyed by means of a questionnaire to the parents. Two 

anthropometric measures and six motor performance ability tests were administered: they were 

standing height， body weight， 25m run， ball distance throw， standing jump， jump over and crawl 

under， potato race and side jump. Then， principal component analysis was applied to the 

correlation matrices which were calculated with 52 living conditions and 8 motor performance 

tests by means of product moment correlation coefficient， correlation ratio and contingency 

coefficient. And then， correlation coefficients and multiple correlation coefficients of three kinds 

of motor ability compound variables; 1) the distance score of motor ability measured 

simultaneously with the living condition survey， 2) the distance score of motor ability measured 

after one year and 3) the development score of motor ability， were computed. 

And the following conclusions were obtained: 

1) A significant positive correlations among living condition factors， that are motor play， family 

life and food intake， were found. 

2) In the motor ability factor domain， the development score had the highest correlation with 

living condition factors. In comparison with the development score， the two distance scores had 

lower correlation with it. 

3) For boys， it was found that the family life factor possessed the highest correlation with the 

motor ability， whereas for girls， the motor play factor was the highest. 

1) Faculty 01 Physical Education， Fukuoka University， Nanakuma， Jyounan -ku 8-19-1， Fukuoka 

Japan (814 -01) 
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1 . 目的

幼児期における運動能力への生活環境の果たす

役割は大きく、幼児期の運動能力と生活環境との

関連を検討した研究は多い。これらの報告の多く

は、生活環境や運動・遊び状況の「現状Jと運動
能力の「現量値J(注 1)との関連を検討したも
のがほとんどである 1-3，6，砂9・11.1日，19，20，23，25，26) これ

はあくまで現在の生活環境が現在の運動能力へ即

時的に影響するという立場から検討したものであ

る。しかし、その関与は現在の生活環境が現在の

運動能力に即影響を及ぽす要因のみならず、過去

の生活環境・運動経験が後の運動能力に影響を及

ぽす要因も存在すると考えることも可能である。

これは生活環境の影響が効果を発現するのにいく

つかの過程が必要で、そのために、ある程度の時

間を要するものやその時点では効果がないが後の

年齢段階では効果のあるもの(レディネス)など

が考えられる。つまり、幼児期の運動能力に影響

を与えるであろう生活環境要因にはその特性に応

じて、各生活環境要因固有の効果発現までの時間

的ズレが存在すると考えることができるfその
81 • 18) 

ような観点から松浦、 大山、 八木 は、生活

環境がその時点の運動能力の現量値ではなく、そ

の発達(速度)に影響を与えるものであるという

立場から、発育・発達速度と生活環境との関連を

検討している。しかし、これらの研究においても

現量値と発達量の生活環境との関連を直接比較し

ているわけではない。さらに「時間的ズレJの影
響を直接検討するためには、一定時間後の現量値

も検討する必要があると思われるが、このような

「時間的ズレJの影響を包括的に考慮、し、それら
を直接比較検討した研究は少ない。

また、従来の研究に共通している点は「個々の

生活環境要因が独立して運動能力に影響を与えて

いるのでなく、生活環境要因相互が密接に関連し

合い、総合的に影響を与えているl・13，26) という点
であろう。したがって、「個々の運動能力測定項

目と生活環境変数との相関は有意であるが、その

値は高くないJという報告9・13，2θ が多い。そのた

め、その研究方法としては多くの生活環境変数を

用いて運動能力変数の予測を行ない、その比較的

高い相関係数への生活環境変数の貢献度を比較検

討する必要から多変量解析法が多く用いられてい

る。しかし、高い貢献度を示す個々の生活環境変

数は報告によりかなり異なっているJ・4，9・13，15，26) こ
のような報告の違いの主な原因の一つは、調査・

測定項目選択の恋意性の影響によるものであろ

う。現実的にも、顕在化され、測定・調査の対象

となりうる個々の事象よりも、それらに共通した、

それらの背景的「態度Jr晴好Jr好みJの傾向の
方がより直接的に運動能力へ影響を与えると考え

る方がより妥当であろう。さらに、このような観

点から得られた結果はより再現性の高いものであ

ると考えることができる。したがって、個々の運

動能力測定項目及ぴ生活環境調査項目聞の関連で

はなく、それら要因内の各項目を総合し、代表的

な合成変量をもって検討する必要がある。

よって、本研究では幼児の運動能力への生活環

境の関与を、その時間的ズレを包括的に考慮して、

各要因に共通した合成変量をもって総合的関連を

検討する。

2.研究方法
(1)調査対象者

運動能力測定はF市内のS幼稚園の4歳児

及ぴ5歳児を対象に平成元年と平成2年の5

月に行なった。また、アンケート調査は幼児

の保護者を対象に平成元年に行なった。測

定・調査対象となった幼児は平成元年度が

203名、平成2年度が186名で、かつ両年とも

に共通した幼児は男児49名、女児55名の計104

名であった。

特に本研究では対象となる幼稚園を lつに

限定した。これは幼稚園で全ての幼児を対象

に同ーカリキュラムが実施されている場合、

そこで生じる個人差の主な影響は幼稚園以外

の要因に依存すると考えられるからである。

(2)アンケート調査

生活環境をいかなる要因からなる構成概念

と捉えるかはさまざまな考えがある。例えば、
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「食事習慣、生活活動習慣、運動状況J(松浦
ら121 )、「遊ぴ、住居、家族構成、生育状況、

食事J(高田ら261 )、「食生活、住居、遊び
環境、文化的環境J(高田ら25))などがあり、
他に「両親のスポーツ実施状況・税古事J(川
原ら4))や「両親の養育態度J(藤江11 )を

合む場合もあり、一概に決定することはでき

ない。また、同一項目が含まれでも別の名称

で呼ばれているものもあるJ・け川5.261 したが
って、今回は多くの研究で共通して有意な関

連が認められた f家庭・家族に関する要因J
f遊び等に関する要因Jr食生活に関する要因J
を選択することにした。アンケート調査は①

zu 生活環縫調査項目
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家庭・家族に関する要因について11項目、②

遊ぴ等に関する要因について23項目、③食事

に関する要因について18項目の計52項目につ

いて回答を求めた。質問項目は、各要因別に

表1に示した。

(3)運動能力測定項目

運動能力測定項目は走・跳・投の基本的運

動技能の①立幅挑、②25m走、③ポール投(距

離による評価)、そして幼児期の運動技能へ

の主要関与能力である調整力の④とびこしく

ぐり、⑤ポテトレース(幼児用シャトルラン)、

⑥両足とぴ(一定時間内での回数)、これら

に形態測定項目の身長と体重を加えた8項目

である。

ただし、松浦11)は「生活諸条件との関

連は運動パフォーマンスそれ自身の成績

に対するより種々の運動パフォーマンス

に共通な背景的領域に高い相関を示すj

と述べており、各運動能力測定項目に固

有の関連がみられないことを指摘してい

る。また、有意な関連がみられでもその

パフォーマンスとの関連に意味ある解釈

を加えることが困難であると考えられる。

したがって、本研究では以上の 8項目に

最も代表される合成変量を用いて運動能

力と生活環境との関連を検討する。

(4) 分析方法

母親を対象に生活環境に関するアン

ケート調査を行ない、同時にその幼児を

対象に第 1回目の運動能力測定及ぴ形態

測定を行なった(現量値)。次に 1年後に

同一幼児に 2回目の運動能力測定及ぴ形

態測定を行なった(1年後現量値)。これ

らの結果から①現在の現量値と生活環境

調査項目との相関、②1年後の現量値と

生活環境調査項目との相関、③ 1年間の

発育・発達量と生活環境調査項目との相

闘を求め、それらの関連の程度をもとに

運動能力への生活環境の関与を時間的ズ

レより分類した。
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注} 年働・人数・時間1:1直後政値で回答して6らった.
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(5) 相関係数

項目聞の相関係数は、運動能力測定項目聞

は積率相関係数、アンケート項目聞は独立係

数、運動能力測定項目とアンケート項目聞は

相関比を求めた。これらの相関係数をもって

積率相関係数の近似値と仮定した。そして、

各要因別に主成分分析を行ない、得られた主

成分得点聞の税率相関係数Aijや主成分負荷

量As(主成分得点と各項目の聞の税率相関

係数。以下、項目聞の相関係数や主成分得点

聞の積率相関係数と区別するために主成分負

荷量とする)は、各々次の式から求めた。但

し、ここでは同一要因内の項目群に最も相関

が高い第1主成分のみを用いる。

本来主成分得点は一次式に連続尺度でもと

められるデータを代入して算出されるが、本

研究で得られるアンケート項目は連続尺度と

して扱うことができない。よって、本研究で

は次の式を用いることにより、連続尺度の

データとして得ることが困難なアンケート項

目の素データを用いない工夫をした。(芝211) 

いくつかの変量からそれらの特性を最も反映

する 1つの合成変量を得る場合、それらと最

も相闘が高い合成変量を得る主成分分析は最

もデータへの条件づけが少なく、探索的な立

場からはより自然な手法であるといえる。(高

根271) 

Aij=WiRijWj/ (WiRiiWi' WjRjjWj) 1/2...・-…・ (1)

As=RWs! (WsRW.) 1/2...・.....・H ・...・ H ・H ・H ・.(2) 

ただし、 RiiRjj:同一群内の相関行列

Rij:他群聞の相関行列

R:全項目聞の相関行列

WiWj:標準回帰係数ベクトル

Ws:他群の項目の係数がOから成る

標準回帰係数ベクトル

また、これらの相関係数の有意水準は特に

ことわりがない場合は5%水準とした。また、

有意水準を基準に考えた時、該当する相関係

数が多い場合は、 '0.5を顕著に高い相関とし

て結果を記述する際用いた。

3.結果及び考察
(1)現在の運動能力現量値と生活環境との関連

現在の運動能力の現量値と生活環境調査項

目との3種の相関係数を求めた。そして、こ

れらの相関係数を用いて各要因別に主成分分

析を行ない、そこから得られた f各要因別の

主成分得点Jと「全ての運動能力の現量値と
生活環境調査項目jとの税率相関係数である

主成分負荷量を求めた。表2は男子について、

表3は女子について、その結果を示したもの

である。

表2.現在の現量値と生活環ljlとの関連{男児}

項 目 ¥ 主成分 運動総力家S真家庭運動遊び食事

運 I!.身長
1 2.体lJi
動 I~.立幅跳 .840 
14. 25mA .8制
能 1~.ポール投 .690 
1 6 とぴこし〈ぐり .500 
ヵI~.ポテトレース .759 
18.両足とぴ .7百5

1 9.家銭入紋
家 11vo~ 兄弟人数
篠I!!.銭妹人数
112.居住環境
113.隠有祭
家 |14.父観の年働
115.父銀のスポーツ経験
庭 116.父aの子供との遊ぶ飢皮 .534 

117. 母線の~働
環 118:母.のスポーツ経峨 .536 
縫 1!~.母.. の子供との遊ぶ銅度
12O.共Iiぎの有無
21. aぴの内容{戸外・鹿内}
22.戸外遊ぴの内容

遷 1 23 • 戸~遊ぴの笠岡
24.屋内遊ぴの時間
25.遊び'J!}所
26.選ぴ絹'*までの距.
27.遊ぴ渇所の広さ
28.遊ぴ.11所の利用銀度

動 129:iぴ相手(f)飢鷹
30.おけいこ本の有無
31.おけいこ事の時間 .588 
32.おけいこ穆の内容
33.スポーツ紋室参加

遊 I~. スポーツ啓璽喧型
35.スポーツ教室顕度
36.スポーツ教室時間 .664 
37.野外レクリェーション有無
38.野外レクリェーション鎖度

ぴ 139.野外レクリェーションE量級
40.テレピ認聴時間
41.ファミコン銀度
42.自転車象事

43.すさ.~らいの鯛度
44.過去のすき・きらい
45.食穫の量
46.米の綴取

食 147.パンの銃取
48.卵の摂取
49.肉・魚のt買取
50.生野菜のtlf取
5l.果物の続取
52.菓子・ケーキ銀の続取
53.朝食の彼取
臼.朝食時の食欲
55.昼食の内容

事 156:~食の時間
57.夕食の食欲
58. 1日のゆで最も多い食恐Jil
59.間食の鎖皮
ω.清涼飲料水のf買取盆

注).... : 0.5以下

.510 
-ー・・

••. 667257265 ••• 弱昆鎚585 •• m5 3s 2 

1amー-.6“皿曲41Z濁38412 ••• 565醐日7飽Bお31調8861 S.必5E師66岨国11副23 7 8 

-・・・ ・・・・ ・・・・

mー面56n2m4E ...S副田76701'1715 657臼担m 濁4 

.596 

1 •• 。7η間75価，1・ a沼6関副873喝6374 … U8W曲沼2 

.813 .847 .718 

11S6国3団1S5 J1ー製田回5迅51 .-7766 曲12 

-・・・ ・・・・ ・...

刷 .m5 1 7 ••• 創臼59h22 s 

-・・.
.... 
-・.. 

.507 

.日3 鎚6

65田7飽4g St58冊旭 .6目国国483 2 7 



青柳:時間的ズレを考11.した幼児の迎動能力への生活環境の関与の相関分析

t~ 3 .現.(fの現低値と生活環縫との関途(失兇}

項 目¥主成分運動能力家臨i:低運動遊 食事

11. 身長
道 12:体鑑
動 I~ .立幅跳
14. 25m走
能 I~ .ポール役
16. とびこし〈ぐり
ヵI!.ポテトレース
18. 両足とぴ

.666 

.801 

.656 

.756 

.807 

.547 

司(1,9n• 家自主人歓
110.兄弟人f(
Mtln.鈎妹人数
112.居住mJ!l
13.庭有聖書

家 114.父級の年働
115.父観のスポーツ経験
底 116.父OI.の子曾との遊ふ・頻度
117.母線の年飴
m 118:母線のス京一ツ経峨
tI IÂ~' 母.t!lの子供との遊ぶ鎖度
120.共磁ぎの有無

121. i!ぴの内容{戸外・屋内)
22.戸外遊びの内容
23.戸M遊びの時閲
速 |24.g首選ぴの時間
25.通Eぴ渇所
26..遊ぴ喝所までの毘陸
27.選ぴ掲所の広さ
28.選ぴ樋所の利用銀度
動129:遊び相手の頒度
30.おけいこ事の有無
31.おけいこ事の時間
32.おけいこ事の内容
33.スポーツ紋室参加

遊 I~!. スポーツ紋室磁窺
35.スポーツ紋室頻度
36.スポーツ紋室時閲
37.野外レクリェーション有無
38.野外レク'}z.ーション銀:11 .649 

ぴ H~. 野外レクリェーション種額
40.テレビlIl.E時間
41.フ7ミコン鎖度
42.自転車乗車

43.すき・きらいの銀度
44.過去のすき・きらい
45.食事の量
46.米の筏取
食 147.パンの筏取
48.卵の綴取
49.肉・f!.tの被取
50.生野菜の筏取
51.果物の綴取
52.菓子・ケーキ績の摂取
回.朝食のf買取
54.朝食時の食欲
55.昼食の内容
恥156:夕食の時間
57.夕食の食欲
58. 1日の中で最も多い食事量
59.関食の額度
6O.清涼欽将水の綬取量

注) .... : 0.5以下
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運動能力因子は男女児ともに身長と体重へ

の主成分負荷量が低く、この主成分が体格を

除いた運動技能を中心とした運動能力悶子

(合成変量)であるといえる。家庭家政因子

は共稼ぎの有無を除いた f家族構成Jr住居
環境Jr両親の年齢・スポーツ経験・運動へ
の関心J等から成る家庭家脹因子(合成変益)
であるといえる。そして、運動遊ぴ因子は遊

び場についての一部の項目や自転車遊ぴの有

無を除けば概ねお互いに高い主成分負荷量を

示し、これらに共通した運動遊ぴ因子(合成

変量)であるといえる。しかし、食事1*1チは

5 

お互いができるだけ主成分得点と高い相関が

得られるように求めたにもかかわらず、かな

り偏った項目のみが高い主成分負荷量を示し

た。つまり、ここでの食事悶子は「好き嫌いJ
「食欲Jr清涼飲料水の摂取Jに共通した因子
(合成変量)である。以下、現在の運動能力

の現量値と生活環境との関連の検討は以上の

ような各因子(合成変量)の解釈の限界のも

とに行なう。

表2及ぴ表3に示す通り、運動能力因子と

他の各生活環境因子の項目とは有意な関連

(5 %水準で有意となる相関係数の値はO.

273)を示す項目は多い。しかし、そのほと

んどが0.2から0.3までの範囲で0.5以上の項目

は男児で家族家庭因子に2個、運動遊び因子

に2個、女児では運動遊び因子に3個のみで

あり、項目単位では必ずしも高い主成分負荷

量を示していることはいえない。この点に関

しては「個々の運動能力測定項目と生活環境

変数との相関は有意であるが、その値は高く

ないJという従来の報告9-13.261と同様の結果

であった。しかし、運動能力因子以外の家庭

家族因子と運動遊び因子はお互いに関連が非

常に高く、どちらの主成分得点とも高い主成

分負荷量を示している。ただし、食事因子は

同様な傾向を示すが、他の生活環境2因子ほ

ど高い主成分負荷量ではない。これは家族構

成やその人数により幼児の運動遊ぴの内容や

頻度も大きく影響を受け、両親のスポーツ経

験やその経験から生まれる幼児への積極的な

運動遊ぴの働きかけがその原因と考えられ

る。

また、ここでの食事因子の定義(解釈)か

ら、このような家族の働きかけや運動遊ぴの

内容や頻度は食事の内容よりその「好き嫌いJ

「食欲Jr食事の量Jと関述が高いことがわか
る。

(2) 1年後の運動能力現量値と生活環境との関連

表4及ぴ表5は1年後の運動能力現量値と

生活環境調査項目との主成分負荷量を示し
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た。結果は、「現在の運動能力現量値jと同

じような傾向を示した。つまり、有意な関連

を示しす項目は多いが、そのほとんどが高々

0.3程度であった。ただし、男女児ともに0.5

以上の主成分負荷量を示す項目の数は増え、

男児で家族家庭因子が2個から 3個へ、運動

遊ぴ因子が2個から 6個へ、女児では家族家

庭園子がO個から 1個へ、運動遊ぴ因子が3

個から 4個になっている。ただし、食事につ

重量 4. )年後のl)l盤i1と生活環境との関連{男児}

項 目 ¥ 主成分 運動自主力家自主家庭運動遊び 食事

連 1 体8立署 民a災E色R 
動 23..幅 .769 .531 
4. 25m .697 

.501 Ali I ~ ポール投し .707 

6. 両ポと ぴことト 〈ぐ。 .772 
ヵ 78.. 足テ ぴレース .712 

.538 
9.家族人致 .747 .573 .575 

.678 .ω4 .日4
自主 11.錆tt人歓 .619 .548 
12.居住環境

.625 .529 

撃を
.670 家 14. .758 .582 

15. .飽5 -“6 日6543 庭 16. のツ経遊験ぶ銅度 .549 .734 .臼7

現
17. .551 

ω76859 6 1 ...57飴2628 3 
.臼3

18. のツ経遊験ぶ観 .521 ..66930 3 
場 19. 度
20. ..， .... 
21. i!tFC1)J1i!li! (P，，". liIJ1i) 

飽65G5Sa71 1 s 
お“s鈎mm7 ， 3 l 
-S“7530お9 7 1 

22. 
逮戸3.p'1-iltFC1)lIfl¥ll .545 
24. 
25. 
26. 
27. A87 .589 

29. ilU.m~C1)UI~ .620 .735 

-.Sm“6564311o 2 9 4 6 7 

.819 
30. 

.594 ..55959 7 31. j; lt~\':~C1)~lIn .599 
32. j; lt~\':~ J1i3 揃

..75528 6 33. 
選 13.c.
お.
36. .811 .852 .715 
37. 

.飽“弱71S8 7 1 
..87489 3 .744 38. 11"'1.-' '1 .r.-:"'!I :'-1111 .715 

ぴ I~~. ，!~t;:!. .. '~':~!I ;，am 日5 ..67359 0 40. .742 
41. .569 
42. .. 
43. .513 7 ..66310 7 44. .51 .5臼
45. .505 .505 .5η 
46. 

48. 
49. 
切. .513 
51. 
日52•• 

54. .515 .594 

事|器:
57. .臼2

..65246 4 ..65203 8 58. 
“579 4 59. 

ω. .5ω .540 .621 

注) .... : 0.5以下

いてはいずれも0.5以上の主成分負荷量を示

す項目はなかった。したがって、この結果は

「生活環境要因の中には現在の運動能力に影

響をおよぽすものもあり、また一定の時間的

ズレの後にその効果が発現するものもあるJ
と"'，う本研究の仮定通りであり、特に前者よ

りも後者の方が高い関連を示す項目が多かっ

たことになる。

表 5. 1年後の現量filiと生活環境とのと関連{女児}

Z質 日 ¥ 主成分 運動能力家銭家庭運動遊ぴ食 事

還

21 •• お身体Szポ両ttZtf錨mぴ足テa長重跳ルζとトE倹ぴレL 
動
3. .770 
L .905 ... 

.507 能 5. .813 .... 
6. ~tF.: L <スぐり .832 .... 

.516 カ 7. 足テ ー ..85247 5 -・..
8. .... ..... 
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百Z
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17. 

.597 ..6ω74 8 18. ..67298 8 
塊 19. .， 
20. -・・・ -・・・ ... .... 
.. ---'.... ，..'. .......， 
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(3) 1年間の運動能力発達量と生活環境とのl期述

次に、時間的ズレという観点から運動能力

の発達量と生活環境との関連について検討し

た。表6及ぴ表7は1年間の巡動能力発達泣

と生活環境調査項目との主成分負荷~hlを求め

たものであり、かなり全体的に高い主成分負

荷量を示す。たとえば、 0.5以上の主成分負

荷量を示す項目の数は、男児で家族家庭因子

が8個、運動遊ぴ因子が10個、食事因子が3

表6. 1年闘の発達量と生活環境との関連(男児}

項 目¥ 主成分運動偉力:t:a恵庭速動遊び食事

連 l 体m身sポポ両色z・足mーtテaFdEル長重ζとト亀色緑ぴι レ

2. ・・

動 3. .541 .578 
4. 

.636 .506 
総 567 • • 〈ぐり

.641 .540 ヵ . ース
8. -・・・ ・・・・
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SEl12l.. ....619.ω544 8 
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.513 
. ...-.~.~- -_..-~ 
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注) .... : 0.5以下

個、女児では家族家庭因子が5個、運動遊び

因子が9個、食事因子が3個になっている。

また、他の因子の合成変量とも男児では家族

家庭園子が3側、女児では運動遊ぴ因子が3

個、食事因子が 1個各々0.5以上の高い主成

分負荷量を示している。つまり、運動能力と

生活環境との関連を検討する場合、現在保有

している能力よりもその仲ぴ(発達速度)と

の関連が深いことがわかる。

11 7. 1年間の発達量と生活環筑との関連(女児}

項 目 ¥ 主成分運動縫力奪盤家庭連勧遊び食事
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この点に関しては、松浦ら121が「発育発達

量を資料として用いたが、現量f直を資料とし

た場合と顕著な差異は認められなかったJと
報告している。他に現量値と発達速度のどち

らがどの程度生活環境と関連が高いかを直接

検討した研究は多くはないが、本研究の結果

は、松浦ら121の結果に反し、松浦f大山 18)
八木30) の研究の妥当性を裏付けていること

になる。

(4) 要因聞の総合的関連

以上、時間的ズレを考慮し、 3つの観点か

ら運動能力と生活環境調査項目との関連を検

討したが、より直観的に理解するために各合

成変量(主成分得点)聞の積率相関係数を求

めた。結果は表8に示した。各領域の総合的

関連を示すと考えられる、これらの相関係数

義 8.各要因問の相関係歓

においても発達量は男女児ともに「家族・家

庭環境Jr運動遊ぴJr食事Jの全てに0.5以
上の高い相関を示し、 1年後の現量値は男児

では「家族・家庭環境Jr運動遊ぴJr食事J
の全てに高い相関を示したが、女児は「運動

遊びjのみに高い相関を示した。現在の運動

能力現量値とは男児では「家族・家庭環境J
「運動遊びJの2領域、女児では「運動遊ぴJ
の1領域のみが0.5以上の高い相関を示した。

さらに、これらの相関行列をもとに、各運

動能力を生活環境要因によって説明する重回

帰式を求めた。表9はその際の重相関係数と

偏相関係数である。結果は2つの運動能力現

量値との重相関係数は0.6程度であるが、 1

年間の発達量は0.9前後の極めて高い相闘が

得られた。この結果は同様に重回帰分析を行

なつた研究結呆9.1ω0仏仰.ユ.121

粂件性 運動能力家S築家庭運動遊び食事 ても説明変数の数という観点

からはカか、なり効率的に高いも

のであるといえる。また、他

の要因の影響を一定にして直

接運動能力との相関を偏相関

係数により求めると男児では

家族家庭環境が、女児では運

動遊ぴがいづれの運動能力と

も5%の有意水準で有意な関

連を示した。

男委B宇奈庭環境 1:!!! 1g92 

量産等児童匂 : 
誘商量 女 聖能豪華庭環境 1.000・ 1. 

児 罰遊 :637: -:aai I 1. .0870890 20.08300 51 1.000 

努菱gq庭環境 1: gg2 : 
読書2児雲遊g iii;1;;;! 1::33 1000 

持菌室女 聖健主g 庭環境 : 1..000:: 1..0M00 q 
児 筋道 : 6oi : : 79O I 1. 

男 製能豪g 1. -. 節・ 庭環境 .920: 1. 

時I~E 選 j:i:!111110・0
害湾菌室女菱g平安庭環境 1.路上 1 

児要遊事 締; :!;; 113i 1000 
注) .... : 0.5以下

表 9. 運動能力と各生活環境要因との置相関係数と舗網関係数{他の~響項目を除<>

条件 性 量相関係数 家』集家庭 運動遊ぴ 食 事

男
. 

0.623 偏相関係歓児 0.338 0.076 0.108 

女 . . . 
0.684 信相関係歎児 0.255 0.617 0.296 

男
. . 

児 0.691 価相関係数
0.262 0.288 0.178 

女 . . 
0.632 舗相関係数児 0.096 0.468 0.202 

男
. . . 

鳴を
0.932 偏相関係数児 0.765 0.273 0.381 

女 . 
0.877 健相関係数児 0.075 0.615 0.131 

注}・:P<O.05 

図 1及ぴ図 2は計量的多次

元構成法(高根28iTorgeson291)

(注 2)によりそれらの関連

の程度を 2次元空間のお互い

の距離に表現した。ここでは

お互いの距離が遠いほど関連

が低く、お互いの距離が近い

ほど関連が高いことを示して

いる。つまり、運動遊ぴ、家

庭家族、食事の生活環境要因

聞は相関が極めて高く、運動

能力では発達量がこれらと最

も関連が深いことが直感的に
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もわかる。しかし、現在の現量値と 1年後の

現量値はそれに比べるとかなり関連が低いこ

とがわかる。男女児ではその関連の傾向はほ

ぼ同じであるが、男児では運動能力と最も関

連が深いのが家族家庭であるのに対して、女

児では運動遊ぴが最も関連が深い点で違いが

ある。

八木3ωは中学生を対象に体格発育量に対す

る諸要因の関与を検討し、栄養摂取状況が最

も高い関連を示したと報告している。同様に

大山181 は中学生の運動能力の発達量に対す

る諸条件の関与を検討し、家庭の経済、そし

て栄養摂取状況が有意な関連を示したと報告

している。これは本研究で食事因子が最も低

かった結果とは異なる。この原因としては勿

論対象が中学生と幼児で異っている他に、 20

年前と比較して現在の食料事情が全般的に豊

かになり、幼児の運動能力の発達を弁別しう

るまでに関与しなくなったことがその原因と

考えられる。

また、近年幼児を対象に行なわれた松浦ら121

も栄養摂取状況が最も有意な関連を示したと

報告している。しかし、ここで用いられた食

事習慣調査項目は主にその食事内容に重点が

おかれており、本研究での食事因子が主に「好

き嫌いJr食欲Jr食事の量Jによって構成さ
れている点が異なっており、本研究の結果が

直接松浦らの報告を否定するものではない。

さらに「男児よりも女児の方が運動遊びと

最も関連が深いJという本研究の結果は「男
児の方が女児よりも運動遊ぴと関連が大であ

るJという松j甫101松浦ら12)の報告と異なって

いる。しかし、その違いは本研究でも食事と

比較すれば微妙なものであり、松浦ら12)の報

告でも「日常生活習慣の関与と比較して遊

ぴ・運動習慣の関与の分散比が男児では1.2、

女児では1.1であったJとあり、もし統計的
に検定しても有意な違いとなる程の顕著な違

いであるかは明白ではない。

4.要約
幼稚園児104名の母親を対象に「家族家庭J
「運動遊ぴJr食事Jに関する生活環境につい
てアンケート調査を行なった。同時に8項目

からなる運動能力測定(身長と体重を含む)

を調査時と 1年後の 2回幼児自身を対象に実

施した。そして、生活環境の運動能力におよ

ぽす時間的ズレを考慮するため「①調査時の

運動能力、②調査時から 1年後の運動能力、

③ 1年間の運動能力発達量Jと生活環境アン
ケート調査項目との各種相関係数を求めた。

そしてこれらの要因別相関行列に対して主成

分分析を行なった結果、次のような結論を得

た。

1) 生活環境因子は、運動能力因子が「体格

を除いた運動技能を中心とした運動能力因

子J、家庭家族因子は「家族構成・住居環境・
両親の年齢・スポーツ経験・運動への関心等

から成る家庭家族因子J、運動遊ぴ因子は「今
回用いられた調査項目に共通した運動遊ぴ因

子J等と解釈できるものであったが、食事因
子は「好嫌いJr食欲Jrj清涼飲料水の摂取量J
に共通した因子であった。

2)現在の運動能力現量値と他の各生活環境因

子の項目とは有意な関連を示す項目は多かっ

たが、その値は必ずしも大ではなかった。

3) 1年後の運動能力現量値と生活環境との関

連は「現在の運動能力現量値Jと同じような
傾向を示したが、関連の程度はやや高い傾向

があった。このことは「生活環境要因の中に

は現在の運動能力に影響をおよぽすものもあ

り、また一定の時間的ズレの後にその効果が

発現するものもあるJという本研究の仮定通
りであった。

4) 1年間の運動能力発達量と生活環境との関

連はかなり全体的に高い主成分負荷量を示し

た。つまり、運動能力と生活環境との関連を

検討する場合、現在保有している能力よりも

その伸ぴ(発達速度)との関連が深いことが

わかった。
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5)総合的関連を検討するために各合成得点聞

の相関を求めた結果、発達1itが最も高い相関

を示し、次いで1年後の現世値がitiい相関を

示した。現在の運動能力現政値と高い相関を

示す生活環境の領域数は最も少なかった。

6)重相関係数と偏相関係数を検討した結果、

2つの運動能力現量値との重相関係数は中程

度であるが、 1年間の発達量は極めて高い相

関が得られた。また、偏相関係数では、男児

が家族家庭環境と、女児が運動遊ぴと有意な

関連を示した。

7)計量的多次元構成法によりそれらの関連の

程度を 2次元空間に表現した結果、運動遊び、

家庭家族、食事の生活環境要因聞は相互の相

関が極めて高く、運動能力では発達量がこれ

らと最も関連が深く、現在の現量値と 1年後

の現量値はそれに比べるとかなり関連が低い

ことがわかった。また、男児では運動能力と

最も関連が深いのが家族家庭であるのに対し

て女児では運動遊びが最も関連が高かった。

「注 1J高石ら (981)2ilの表現による。ある

年齢時点、で計測・測定された値のこと。欧米

では発育発達速度に対して発育発達曲線を

distance curveと呼ぶが、この和訳から用い

られた言葉。

「注2J具体的にはADDSCALを用いて求め
た。その際の非類似性dijはdij=(1-rij)l2によ

り求め、適合度は男児で0.082、女児では0.119

であった。
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大学体育の教科内容についての一考察

西本一雄(大分大.学教育学部)

(平成5年10月28日受付、平成5年12月24日受理)

Methodological Investigation of Physical Education 

for the University Students 

Kazuo N ishimoto 1 ) 

Abstract 

The present author has been investigating how to give practical instructions to the university 

students in physical education. In this paper， the theme is how to reduce the number of the students 

who cannot or will not participate in games because of their poorer ski1ls. In order to let them join 

in a game willingly， it is considered to be nece部aryfor the students to acquire the needed skills for 

the game and to cultivate their consciousness of fellowship. After the experimental classes according 

to the plan， the participants answered the questionnair， which were analyzed and considered. 

The results are as follows. 

(1) By introducing the competitive match among each group， the solidarity of each group was 

strengthened; in a group， the superior student in skill showed their skill to the less confidential 

players in practicing， they helped one another by cheering and encouraging， and even if they lost the 

game，theatmosphere was hearty and warm， so that they could enjoy the game irrespective of their 

winning or defeat in the game. 

(2) Previously the four skills were scientifically analyzed and the students could get efficient 

instruction， so that the participants could go on rallying or smash to their hearts' content and the 

game came to be highqua1ity one. 

(3) It is a fruitfull and productive result that the students came to have a critical eye for the 

traditional physical education and sports and to know the basic conception on how physical 

education should be. 

1) Faculty 01 Education， Oita University， 700 Dannoharn， Oita-Shi， Oita (870-11)， Ja.ρan 
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はじめに

現在、大学体育は大きく変わろうとしている。

本大学でも名称を、「身体・スポーツ科学Jと改
め、 2単位必修で、平成6年度からの実施を予定

している。しかし、名称が変わっただけで、中味

が同じであれば何も変わらない。「身体・スポー

ツ科学Jにふさわしい授業を模索していかなけれ
ばならない。

筆者は、8) これまでにバレーポールや卓球の一

般体育の授業で、何を教えるかについて実践研究

し、報告している。それらの研究の成果を積み重

ねながら「身体・スポーツ科学Jとしての授業づ
くりを追求していきたい。

そこで、まず始めに授業づくりにおける問題意

識を明らかにしておきたい。それは、勝つことや

うまくできることがあまりにも強調されるため

に、技能差によって楽しくできる者とそうでない

者の序列化を生み、できる者が良くて、できない

者は駄目という意識が固定化することである。同

じ授業を受けるなかで、このようなことがあって

良いのであろうか。学生の感想文を見ると、「高

校時代はうまい人だけが楽しんでいたJと書・いた
者が驚くほど多く、授業後では、「うまい・へた

関係なく楽しんできた、このような授業をもっと

早く受けておれば体育が嫌いにならなかったJと
書いた者が多く見られた。このようなことが起き

るのはまさしく教科内容 11に起因するものと考

えられる。内海10)は、 300余編の授業実践を 5つ

のタイプに分類し、何を教えているかを明らかに

した。しかし、現在でもEタイプ(適当に技能を

習熟させて、教師の視点が明確でない授業)が依

然として多く行われているのではないかと推察さ

れる。内海が公にして、はや10余年が過ぎている

が、今だにこのような学生が多く見られるという

ことは、まさしく不幸というほかはない。技能差

による、できる、できない、結果主義の勝った、

負けたの授業では、このような学生を大量に生み

続けるであろう。

そこで、筆者の授業づくりは、技能差によって

このようなことが起こらないような教科内容をつ

くり出すことを出発点にしている。それは、バレー

ポルや卓球などの運動文化をまるごと学習の対象

として捉え、それをつくり変え、さらに発展、継

承させていくことである。そこには科学と民主主

義が貫かれていることは言うまでもない。

そして、このような授業を受けるなかで、授業

観、競争観を見直し、だれもが疎外されることな

く、主体的に取り組めるためにはどうすればよい

かを、みんなで考え、実践できるスポーツ主体の

形成を筆者は目標においている。

I 研究の方法

筆者の教科内容がどのように受け入れられたか

を、受講生の感想文から分析、考察し「身体・ス

ポーツ科学Jの授業づくりのための基礎資料を得
ることを目的とする。

研究対象は、平成4年度、教育学部2年生女子

(36名)の車球のクラスである。研究資料として

は、技術指導、仲間づくり、授業全体の感想、要

望、不満などについての感想文である。これは、

授業の最後の教室に入り、まとめの講義をした後

書かせた。授業期間は10月から 2月まで週1回行

い、 11回の授業である。

11 教科内容
1. 競争の見方

筆者の授業づくりの問題意識は「はじめにJで
述べた通りである。そこで、その解決のために、

卓球をつくり変えることが必要になってくる。ま

ず、順位の出し方について考えてみる。これが「競

争Jの見方に関係してくるところである。従来、
卓球は個人の成績を何勝何敗と数量で出し、それ

で順位を出す方法が多く行われていた。しかも、

そのことが評価、評定にもつながり、うまい者は

ずっと勝ち続けて、良い評価をもらい、技能の低

い者はなかなか勝てないで、評価も悪いという序

列を生み出すことになる。古城は、4)rその数量
の大きさが勝敗観念に移行し、さらに勝敗観念は

fうまい・へたj、f強い・弱いjという観念にす

ぐさま移行するため、自分がへたであると評定さ
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れる対象(スポーツ)に対して今度は拒否反応を

起こすのである。Jと述べている。競争を数量化
した結果だけで見る見方は、技能の低い者にとっ

ては面白くなく、体育嫌いになっていく授業につ

ながっていくのである。

中村は、「少なくとも人間を疎外することのな

い“競争"を追求し続けることは認められなけれ

ばならない勺と新しい質の「競争Jを提起し、
「おそらく、未来の運動文化は能力主義的競争を

その基本的性格とはしないであろう1lJと予測し

ている。これからの「競争Jの見方に新しい視点
を与えてくれるものと思われる。

そこで筆者は、「個人の競い合いから班の競い

合いJという観点を考えた。これは、班対抗戦の
形で、班毎に順位を出す方法である。具体的には、

各班のすべての試合の総得点と総失点を集計し、

その差の大きい斑を l位とする方法である。この

方法は、勝つ時には相手に点を与えずに勝ち、ま

た、負ける時には 1点でも多く点を取って負ける

ことが重要なポイントになる。そのことが班の順

位争いに関係してくるからである。また、そのこ

とで班や個人の目標も一層鮮明に意識化されるも

のと思われる。うまい者は、リーダーとして班を

まとめ、自分の試合は全力で臨むことで班に貢献

し、また、班全体のレベルアップのために、技術

練習での教え合いなどの積極的な活動が要求され

る。技能の低い者は、相手が強いとなかなか勝て

ないが、 1点でも多く点を取ることが班に貢献す

ることを認識する必要がある。始めは5点しか取

れなかったのが、班での練習により 8点、 15点と

取れるようになることが重要である。自己の上達

の過程を自分自身で競争する視点を持つことが、

班での競い合いというなかで、技能差を気にする

ことなく取り組めるものと思われる。

もし、「どうせ私はへただから、負けても仕方

がないわJと思うようであれば、この方法は絵に
描いたモチに終わり、従来の方法と何ら変わらな

いものになる。

技能が低いからと、最初からあきらめるのでは

なしそのことを班全体の問題として捉え、班全

体でその解決を考えることが大切である。これは、

技術練習の重要性を認識し、技術を科学し「わか

る・できるJ過程を仲間と一緒に共有することで
ある。

そこには、 rrできない子jに対する思いは f同
情jではなく、科学に裏打ちされたヒューマニズ

ムに高まっていく 2)J この視点が授業づくりでは

貴かれていなければならない。

そしてこの方法は、結果重視の競争や技能差に

よる疎外を乗り越える重要な見方を与えてくれる

ものと考えている。

2.技術を科学する

競争の見方と、それに伴う技術練習と仲間づく

りの重要性は前述したが、ここでは、技術を科学

することについて述べてみたい。というのは、い

くらこのような方、法で行っても、技術練習を保障

し、 1点でも多く取る方法を教えなければ函竜点

崎を欠くことになるからである。

筆者は、 1点を取る方法として「スマッシュに

至る攻撃パターン作りJ
iUI
を考えた。これは、台

の前後左右に意識的に返し、相手のミスを誘った

りスマッシュしやすい返球をもらい、スマッシュ

で点を取ることである。そのためには、自分がミ

スをしないで意識的に狙ったところに球が打てる

ようになることが必要になってくる。そこでまず、

ラリーを続けることから始めなければならない。

ラリーが統かないと、コースを狙って打つことも

できないからである。ここでは、打球点、適正角

度、フットワーク、力の制御の 4つの技術を科学

し、練習していく必要がある。

1) 打球点

図 l 打球点
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打球点とは、ワンバウンドした球をどの高さ

で打つか、その打点のことである。図 1のよう

にそれぞれの打法に合った打球点で打たないと

ミスの原因になる。

初心者は、まずショート(パックハンドショー

ト)で打つことから始める it2lショートとは、

腹部の前でラケットを横に構えたまま前に押し

出しながら打つ打法である。本来ショートはシ

ョート①の位置で打つのが正しいショートであ

るが、これまでの筆者の経験から、ショート②

で打つ方が初心者にとっては簡単に入りやすい

ので、まずショート②で打つように指導し、で

きるようになればショート①で打つようにして

いる。このショート②の打球点でミスをする原

因として、球が高い位置にあるときに打つこと

が挙げられる。そうすると、ラケット面が上を

向いてしまい、球がサイドラインを割る可能性

がある。また、ミスをしなくても山なりの球を

返すことになり、相手からスマッシュを打たれ

てしまうことになる。初心者は、球を待ちきれ

ず、高い位置で当てようとする傾向が強い。球

がネットの高さぐらいまで落下した位置で打つ

ことが成功のポイントである。そのためには、

台の前に接近して構えるのではなく、台から50

仰ぐらい離れて構え、球がネットの高さまで落

下するのを待って、右利きの者は右足を 1歩前

に出しながら打つと正確にしかもスピードのあ

る球が相手のコートに返るようになる。そして、

打ち終わったらすぐ50仰ぐらい下がり、次の球

を待つことが大切である。これが、フットワー

クにつながっていくのである。

次に、ワンバウンドした球が頂点に達して落

ちてくる瞬間に、ラケットを下から上に球をこ

すりつけるようにしてスウィングする打法をド

ライブという。ドライブの打球点でミスをする

原因としては、項点よりも低い位置で打つこと

が挙げられる。打球点が低いと、ネットにかか

ったり、サイドラインを割るミスにつながって

いく。これに関連してワンバウンドした球が台

の上に落ちる、球足の短いケースでドライブを

使うと、打球点が低くなりミスを犯す可能性が

ある。こういう場合は、ショートを使うとミス

が少なくなる。 ドライブを打つときは、ワンバ

ウンドした球が台の外に出るような、球足の長

いときに使うことが有効である。しかも、素早

く動いて球のコースに入り、落下の瞬間の打球

点を余裕を持って待つことが成功のポイントで

ある。この動きも、また、フットワークにつな

がっていくのである。

2) 適正角度

インパクト時の球とラケットの当たる角度の

ことを適正角度という。これが正しくできない

とネットにかかったり エンドラインを割って

しまう。初心者は、この角度が図2のように熟

練者に比べて、直角かやや上向きに当てる傾向

にあり、これがミスの原因になる。ショートの

場合はラケットを真横にして構えるが、インパ

クト時は少しラケットを上から球にかぶせるよ

うにして前に押し出すことが成功のポイントで

ある。特に初心者は、ラケットを上向きにした

まま打つ傾向が強くミスの原因となる。インパ

クト時はラケットの裏面で球が見えないのが正

しい角度で当てていることになる。ドライブは、

下から球をこすりつけるようにして、球に順回

転を与えながらラケットを振り上げる。このラ

ケットの軌跡が角度に影響を与えるのである。

孤を描くように大きく振り上げると正しい角度

でインパクトすることができる。ラケットをか

ぶせすぎたり、直角に当て、そのまま前に押し

出すようにして打つとミスの原因になる。

熟練者 初心者

凶2 適正角度
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3) フットワーク

フットワークとは、打球点、適正角度を正し

く使うために、自分の身体を素早く動かすこと

である。特に足を速く動かし、余裕を持って球

を待つことが成功のポイントである。ショー卜

の場合は、台から50cmぐらい離れて構え、一歩

前に動きながら打ちまたすぐ下がって構える動

きである。初心者は、台の前に接近して静止し

たまま構える傾向にあり、手だけでラケットを

操作するため、ミスをすることが多い。あらか

じめ台から離れて構えておくことが大切であ

る。 ドライブは、ラケットを下から振り上げる

ため、構えの時の身体の向きが重要なポイント

になる。台に正対して構え、スウィングすれば

球はネットにかかったりサイドラインを割って

しまう。台に対して少し半身で構えることが正

しい打球点と角度を生み出すことになる(図

3 )。そのために、球のコースを素早く判断し、

半身で構えるフットワークが必要である。

図3 ドライブの足の構え

4) 力の制御

句、、

これは、インパクト時の力加減のことである。

初心者は、正しいフォームができでなくラケッ

トだけで操作するため、力加減がわからないで、

球道が定まらずミスにつながることが多い。ま

た、ショート、 ドライブともインパクト時にラ

ケットを止める傾向にあり、力が入りすぎてエ

ンドラインを割ることが見られる。フォロース

ウィングができてないため、力の制御がうまく

いかないのが主な原因である。ショートの場合

はインパクトの後、肘が仲ぴるまでラケットを

前に押し出すこと、 ドライブでは孤を描くよう

にスウイングして、インパクトの後も額の前ま

でラケットを振り上げることが大切である。こ

れが、力の制御に影響を与え、ミスなく相手コー

トに返球できるのである。また初心者で、ショー

トのときにラケットを縦にして当てる者が見ら

れるが、手首とラケットが固定できず、力の制

御がうまくいかないのでミスの原因となるので

注意する必要がある。

111 全体の指導計画
1、2時間目は教室で行った。この時間の目標、

授業の進め方などを説明した。技能差で楽しくで

きない者をなくすため、競争の見方を変え、 4つ

の技術を科学し、斑全体のレベルアップを図り、

そのなかで仲間づくりをしていくことを詳しく解

説した。また、卓球文化をまるごと捉える観点か

ら、誕生の背景、ルール、技術、用具の変遷とゲー

ム内容の変容についても教授した。 3時間目から

体育館で実技を行った。斑は、事前に卓球経験を

聞き、等質になるようにして 6班作った。始めの10

分は目標、技術、戦術、仲間づくりなどを少しず

つ話し、その後、班での練習に移り、ゲームを行

った。最後に、ゲームでの技術、仲間商の反省を

行い終わった。

W 結果と考察
筆者のっくり変えた教科内容がどのように受け

入れられたかを感想文より分析、考察する。文章

は意味を損なわない範囲で修正して載せている。

また、同じ文意のものはまとめて人数を( ) 

に示している。

1) 技術指導についての感想

表1を見ると、筆者の技術指導をよく理解し、

練習を重ねるなかで上達していき、それが試合

でうまく使われたことで、楽しかったと記述し

ている。

ラリーが続くようになった、スマッシュが打

てた、意識的にコースをねらえるようになった、

これらは打球点、適正角度、フットワーク、力

の制御などの技術を科学し、習熟していったも
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表 1 技術指導についての感想

・先生の指導したことが、ゲームのなかで使えることができた。(12)
・意識的にコースを狙うことができた。(5 ) 
・ダブルスでは、お互いの欠点を教え合ったり、カバーし合ってできた。(3 ) 

・ラリーが何とか統くようになった。(4 ) ・スマッシュができた。(3 ) 

・班全体のレベルが上がり、それにつれて高度なゲームができるようになった。(3 ) 
・班の人たちが教えてくれて上手になった。(2 ) 

・自分たちから練習して、もっと上手になりたいという雰囲気があり良かった。(2 ) 
・初心者の人が少しずつ上手になり、試合らしくなるのが楽しかった。(2 ) 

・上手な人のプレーを参考にした。(2 ) 
・技術、戦術を初めて詳しく教えてもらった。

・うまくいく法則があると思って、それを発見しようと努力した。

.ミスをだんだんしなくなった。

・初心者に教えてあげた。

-相手が強すぎて、大差で負けた。(2 ) 
・スマッシュがうまく打てない。(2 ) 
-力加減がむずかしい。

・速い球を返せない。

のと思われる。また、その過程で班の教え合い

や、班全体でうまくなろうという意識が形成さ

れていったのであろヮ。その結果、班全体の技

能が向上し、高度な試合に発展するとともに、

得失点で順位を出す方法で一層楽しくできたの

ではないかと思われる。

また、仲間の上達を客観的に見る記述もある。

これは、「わかる・できるj過程を共有でき、

仲間が上達していくことを自分のこととして捉

えている。そこには、うまい・へたを乗り越え、

みんなでうまくなろうという仲間関係ができ上

がっているものと思われる。

楽しくなかったことでは、相手が強すぎて大

差で負けたというのが見られる。試合をすれば、

一方が勝ち、一方が負けるのは必然である。「良

い負け方jをこの授業では考えたのであるが、

理解が浅かったものと推察される。また、技術

的にうまくならなかった記述もある。技術指導

は十分時間を取り行ったが、 4つの技術的ポイ

ントがうまくできなかったものと思われる。筆

者の個別指導と斑の仲間の教え合いの徹底が反

省として残された。

これらの結果から、筆者の技術指導により個

人や斑全体の技能が向上し、そのことで試合も

質的に高まっていったものと恩われる。また技

能差による疎外も見られず、みんながうまくな

る場がつくられたものと思われる。

2) 仲間づくりについての感想

表2を見ると、多くの者が班のまとまりが強

固になり、たくさんの友だちができ、教え合い、

応援、励まし合いのなかで交流が深まり、ミス

をしても気にせずにでき、明るい雰囲気で練習

や試合ができたことを楽しかったと記述してい

る。これは、競争の見方を変え、班対抗という

ことを中心においたため、班での目標が鮮明に

なり、仲間づくりが一層うまくいったものと思

われる。また、うまくなりたいという意欲、班

のためにがんばろうという気持ち、ミスをして

も気にならない明るい雰囲気、これらが強く意

識でき班のなかで具現化したことは、筆者の考

えた内容が受け入れられたものと評価できる。

楽しくなかったことでは、自分が足を引っ張

っている時はとても気が引けたというのが見ら

れる。班対抗の惑い面が出たものと忠われる。
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表 2 仲間づくりについての感想

・友だちがたくさん増えた。 (23)

・他の斑の人とも交流ができた。(5 ) 

・連帯意識、仲間意識を強く持ち、教え合い、励まし合いの交流が深まった。(18)
・失敗しでも、笑いとばせるぐらいの明るい雰囲気があった。(3 ) 
・うまい・へたをこだわらずにできた。(2 ) 
・個人の責任という負担をかけなかったのがよかった 0

.自分が足を引っ張っている時はとても気が引けた。

-審判が多く、ゆっくり話ができなかった。

このような感想は、これまでの実践のなかでも

散見されたが、自分自身の体育のイメージから

脱却できないで終わったものと忠われる。この

ような感想をひとりでも書かない授業を目指し

たのであるが、反省として残しておきたい。

3) 授業全体の感想

(1)授業の組立について

表3を見ると、斑対抗にし、得失点で順位を

出す方法について多くの記述が見られる。

主なものを挙げると「班の雰囲気、授業全体

の雰岡気がとても良く、こんな楽しい体育は初

めてだったような気がするJrみんなの共通の
目標に向かい、みんなでがんばらないといけな

いということで、親近感がわいてきたJrどう
してもプレーのうまい人が優位的立場になるこ

れまでとは違い、チームで個人で楽しくやれ、

へたでも気にせずプレーできたJこのように、
班対抗にし得失点で順位を出す方法は、班でま

とまってでき、勝敗にこだわらずにできたこと

で、技能差による疎外を乗り越える場をつくっ

たものと判断してよかろう。

(2)体育の見方、考え方について

「体育が苦にならなかったことが初めてであ

ったJr最後の体育で、このようなことを考え
るきっかけができて、本当によかったJr高校
時代は、仲間意識、協力心などあまり考えなか

った、体育にも考えることがたくさんあること

に気つ'いたJr先生のような講義方法が、もっ
といろいろな場で行われたら、体育が嫌いとい

う人は減るだろうと思うJ
これらは、この授業を通してこれまでの体育

を批判的に見ていることである。特に、体育で

は何を教える教科かを考えることができたこと

は大きな成果である。これまでの体育は fやら

されている、または、自由にやっているJこと
がほとんどで、何のためにやるのか、何を学ぶ

のかなどを考えたことは少なかったものと思わ

れる。授業観の変革に寄与できたものと考えて

よかろう。

(3)その他

「教師になったら、子どもが早く体育の授業

がしたいと思うような授業-をつくりたいJr自
分が教師になった時、体育の授業を通Lて何が

教えられるかを考えながら授業を受けたjこれ

らは、教師としての視点が持てたことで評価で

きる。また、「学部スポーツ大会が、うまい人

たちの選手権大会のようになっており、へたな

人が参加できないようになっている。この授業

を受けてどこがおかしいか、どうすれば改善で

きるか、はっきりわかったJrクラブ活動でも
この授業のように楽しくできたらよかったと思

うJ競争の弊害を鋭い限で捉えることができた
ことであり、ここにも成果を見て取ることがで

きる。

(4)要望、不満

一番多かったのは、「これからも、このよう

なやり方で行ってほしいJという強い支持であ
る。だれもがうまくなる方法を保障し、技能差

で疎外されない技術指導と仲間づくりを中心に

した教科内容が受け入れられたものと考えてよ

かろう。
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表 3 授業全体についての感想

-班の雰囲気、授業全体の雰囲気もとても良く、こんな楽しい授業は初めてだったような気がする。

( 9 ) 

・得失点で順位をつける方法は、みんなの共通の目標に向かい、みんなでがんばらないといけないと

いうことで、教え合いなどの連帯感が生まれた。(8 ) 

・このやり方で行うと、スポーツをこんなに楽しめるのだから、もっと多くの人々にこのような体育

を広げて、スポーツを楽しんでもらいたい。(2 ) 

・チームワークが重視され、卓球に対して違ったイメージが持てた。(2 ) 
・先生のような講義方法が、もっといろいろな場で行われたら、体育が嫌いという人は減るだろうと

思う。

「良い負け方Jという考えが、今まで学んできた体育にはない考えで、とても新鮮だった。
・勝負にこだわりすぎるとスポーツは楽しくなくなってしまうけど、勝負が全くなくなってしまうの

もスポーツを楽しくないものにしてしまう。斑対抗にしたことで、そのつり合いが取れていたと思

ヲ。

-どうしてもうまい人が優位的立場になるこれまでと違い、チームで個人で楽しくやれへたでも気に

せずプレーできた。

・自分が負けていても、ゲームを投げ出そうという気持ちにならず、最後まで楽しめた

・体育中に、だれかを，思いやるということはなかったので、違う視点を持てた。

.体育を科学するということばが印象的だった。

-勝利が強くでなかったことが良かった。

・教師になったら、子どもが早〈授業がしたいと思うような授業をつくりたい。

・自分が教師になった時、体育を通して何が教えられるかを考えながら授業を受けた。

・学部スポーツ大会がうまい人の大会になっている。どこを改善すれば良いかわかった

・クラブ活動でも、この授業のように楽しくできたら良かった。

・最後の体育で、このようなことを考えるきっかけができて本当に良かった。

批判的に見ていること

・今までの体育は、どうしても能力が良いほど楽しく参加できていた。(2 ) 

・高校時代は仲間意識、協力心などあまり考えなかった。体育も考えることはたくさんあることに気

がついた。

・これまでも体育では、勝敗を意識し、負けたチームは楽しめなかったり、人間関係が ぎこちなく

なってしまったりすることがあった。

・高校時代は先生から監視されながらやらされているという感じがした。

要望・不満

・これからもこのような授業を続けて、もっと多くの人々にスポーツの楽しさを知らせてあげて下さ
¥，'¥。

-班を変えてほしい。

・ラケットを新しいものにしてほしい。

.早く終わってほしい。
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まとめ

一般体育実技から「身体・スポーツ科学Jに名
称の変更を控え、それにふさわしい内容を模索し、

授業を行った。そして、その成果を感想文から分

析、考察した。最後に、本研究の成果と今後のi課

題を述べまとめとしたい。

(1) r競争Jの見方を「班の競い合いJと捉え、
得失点で順位を出す方法は、班のまとまりを強固

にし、目標を明確に意識させ、練習での教え合い

試合での応援や励まし合いの而でどの班も大変楽

しくできたことがわかった。

(2)技術指導では、打球点、適正角度、フット

ワーク、力の制御の4つの技術を科学し、ショー

トから入る段階的指導を取り入れたが、試合のな

かでラリーが続いたり、スマッシュが打てたり、

意識的にコースが狙えることで質的に高い試合に

つながっていった。これからも、このような技術

指導を基本におき、できない者に対する個別指導

の方法、ミスをする原因の分析とそれをわかりや

すく解説し指導する方法などに修正を加えなが

ら、技術指導を確立していきたい。

(3)仲間づくりでは、斑対抗にしたことで、教

え合い応援などで、これまでにない班のまとまり

ができ、ミスや試合に負けても明るい雰囲気でで

き、うまい・へた関係なく楽しくできることがわ

かった。しかし、技能が低い者が目標をよく理解

し、自ら積極的に班のなかに溶け込んでいける方

法はたえず追求していかなければならない。

(4)この授業を通して、これまでの体育やスポー

ツを批判的に見る眼を持ったこと、それによって

体育では何を教える教科かを考える素地を与えた

ことは、授業観、競争観の変革に迫ったことであ

り、成果といえる。

}王

1)古城は、5) rバレーボールや卓球などの、いわ
ゆるネット型といわれる種目は、前にも述べたよ

うにラリーの継続と中断という矛盾構造をもって

います。そして、ラリーの中断がラリーの継続を

前提にしていることは誰にもわかることです。中

断があるから、継続があるわけではありません。

逆に継続するという課題があるから、これを中断

するところに変化が現われ、これが私たちに緊張

感を与えます。この緊張感が、私たちに而白さを

感じさせるのだと思います。ということは、面白

さの基礎が、ラリーを続ける点にあることを意味

していると言ってよいでしょう。ラリーの中断は、

この基盤の上に成り立つ面白さを意味していま

す。Jと述べ、ネット型のスポーツの「面白さJ
を解明している。筆者も、この「面白さJを基盤
にして、「スマッシュに至る攻撃パターン作りJ
でラリーを中断する方法を考えた。しかし、その

前提のラリーを継続する方法を、最初に指導した。

まず、10回ぐらいラリーが続くことから入り、徐々

に球のスピードとフットワークのスピードが増

し、スピードのあるラリーに移リ、最後に、意識

的にコースを狙い、スマッシュを打っていく段階

指導である。

2)斉藤は、引ポールとラケットの関係を重視し

「ボールの運動とラケット面の角度とが自分の目

で見えて、なおかつ自分で器用に操作でき、ポー

ルに合わせて簡単に修正できるように条件を設定

してやることが初心者指導では大切である。Jと
述べ、ショートから入る指導を支持している。ま

た、川又 3) も打球時の表出角度、支持腕の運動

方向打球点のいずれも変化の差が小さいことから

ドライブより先に練留することを提案している。
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Abstract 

Although a large number of studies have been made on face validity of judging， litt1e attention has 

been given to the independence of judges' score. The purpose of this study was to consider of the 

independence of judges' score to the final score. Twelve certified male gymnastics judges scored 72 

videotaped parallel bars exercises. From the 60th to the 65th routines， low falsified scores appeared 

in the background of出etape following each routine. After the judging was completed， judges 

executed the Edwards Personal Preference Schedule (EPPS) and Embedded Figure Test (EFT). An 

ANOV A revealed that judges' scores were significant1y affected by the false feedback (pく .05).

Further analysis revealed that judges who scored high on dominance were significantly less 

influenced than judges who scored low on this variable. It was suggested that judges' score was not 

independent to the final score. It was concluded， from what has been said above，出atit was 

nece鎚aryto consider of content validity， criterion -related validity， and construct validity of judges' 

score. 
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はじめに

体操競技は運動経過の質と価値について審判員が

評価を行ない、演技に序列がつけられる採点競技

である。このことから、審判員の採点の信頼性と

妥当性は、体操競技の競技性を支える重要な要因

であるものと考えられる。採点の信頼性について

はさまざまな検討がなされ、これに影響を与える

要因として、時間経過 21.23.33)順序効果J・9.2ω.32.36.40)
審判員の性格特性、25.27.34)ならぴに、審判経験3.却

などが報告されている。一方、この妥当性につい

ては、主に審判員の採点の決定点、平均点などか

らの偏差、分散、あるいは、審判員聞の採点の相

関係数などを求めることによる表面的妥当性

(face validity)についての検討2・4ゑ10.13.14.15.19辺却初

31.37.39)がなされている。そして、これらの多くは

この妥当性を向上させること、すなわち、審判員

聞の採点の一致度を高めることの必要性を指摘し

ている。また、採点規則12.18)においても、審判員

の採点、は高いレベルで一致することを要求し、こ

れに反した場合の罰則規定を設けている。ここで、

表面的妥当性を検討するためには、説明変数が基

準変数に対して独立していること、すなわち、審

判員の採点が決定点に対して独立していることに

ついての検証が必要である。しかしながら、この

独立性については十分に検討がなされておらず、

これを積極的に支持する報告はみられない。これ

に対して、 Scheerら27)は、 24名の審判員を無作為

にふたつのグループに分類し演技の採点を行なわ

せ、ひとつのグループには作為的に高い決定点を、

もうひとつのグループには低い決定点を提示し

て、審判員の性格特性と採点との関連を検討して

いる。その結果、 EPPSの自律と支配の性格特性

が上位傾向を示した、ならぴに、 Locusof 

ControlがInternalな審判員は、これらの決定点

の提示による影響を受けにくかったことを報告し

ている。これは、決定点の提示が審判員の採点に

影響を与える要因となることをあらわしており、

審判員の採点が決定点に対して独立しているとは

いいがたいことを示唆するものである。このよう

に、審判員の採点の決定点に対する独立性は、明

確に検証がなされていないにもかかわらず、採点

の妥当性の検討においては、この独立を前提とし

て表面的妥当性からの検討?・仏10.13.1川.

さらに、この妥当性を向上させるための方策につ

いての検討7.8.20.28.35)がなされ、採点規則11.12.17.18)の

改訂においても、これらが反映されているように

みうけられる。

審判員の採点は採点規則に従って行なわれる。

決定点もこれに従い審判員の採点結果から算出さ

れ、演技終了後、直ちに提示されている。このと

き、採点規則による審判員聞の採点の一致度を高

める要求を勘案すると、決定点はそれぞれの審判

員の採点結果に対してのフィードパック情報とな

り、それ以降の審判員の採点に影響を与える可能

性があるものと考えられる。もしそうであるなら

ば、審判員の採点が決定点に対して独立していな

いことになり、表面的妥当性検討のための前提が

成立しないばかりか、この妥当性を向上させるた

めの方策が、かえって審判員の採点、さらには、

決定点の信頼性と妥当性をそこなうことになりか

ねない。

そこで本研究は、審判員の採点の独立性に影響

を与える可能性のある要因として、演技の決定点

の提示を取り上げ、これと審判員の性格特性との

関連を明らかにすることにより、審判技術向上の

ための基礎資料を得ることを目的とする。

方法

1.被検者

演技の採点と性格検査を行なうことについ

て承諾を得ることのできた日本体操協会公認

1，2種男子審判員資格を有する12名を被検者

とした。

2.分析手順

表 1に示した比較的競技レベルが接近して

いると考えられる10競技会を撮影したビデオ

テープから、審判員聞の採点の一致度が高い

とされる平行棒の自由演技6.10.13.14)を72演技抽

出した。これらを無作為にビデオテープに編

集し、 21インチモニターに再生して被検者に
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表1 分析資料を抽出した競技会

競技会 開催年

世界体操競技選手権大会 1986 

モスクワ・ニュース国際体操競技選手権大会 1987 

国際スポーツフェ747国対抗国際体操競技選手権大会 1988 

ソウル・オリンピック 1988 

11'日カップ国際体操競技選手権大会 1988 

アメリカンカップ国際体操競技選手権大会 1989 

国際スポーツフェア4ヶ国対抗国際体操鍍技選手権大会 1989 

ヨーロッパ体操競技選手権大会 1989 

世界体操続技選手権大会第2次選考競技会 1989 

レニングラード国際体操競技選手権大会 1989 

採点を行なわせた。採点は採点規則男子1989

年版11.17)，こ従い競技IIIの要求難度で行なうよ

う指示し、各演技の採点終了後に、演技の決

定点を各被検者に提示した。この決定点は被

検者が採点、を行なうのと同じ条件で、あらか

じめ国際審判員 1名が採点を行なった点数を

もちいた。被検者の採点が、この決定点から

採点規則に定められる許容範囲を越えて高

く、あるいは、低く示されたときには、その

旨を被検者に知らせた。このとき、第60演技

から第65演技までの6演技については、国際

審判員による採点よりも各々採点規則に定め

られる許容範囲の値を減じた点数を決定点と

して被検者に提示した。すべての演技の採点

終了後、まず、高岡と福井33)により個人内で

の採点の変動が大きいと報告される第 l演技

から第18演技までを分析データから除いた。

そして、第19演技から第60演技までと、第61

演技から第66演技までのそれぞれについて、

国際審判員の採点と被検者の採点との誤差分

散を各被検者について算出し、これらをそれ

ぞれ決定点の提示によるバイアスのない状態

での採点誤差とバイアス状態での採点誤差と

した。さらに、これらふたつの採点誤差の差

の絶対値をバイアスのない状態での採点誤差

で除した値を算出し、これを決定点の提示に

よる採点、の変動をあらわす変数とした。また、

被検者の性格特性を把握するためにEPPS性

格検査とEFT.(埋没図形検査)を各被検者

に実施した。このうち、 EPPSについては、

Scheerら27)高岡ら加の報告による追従、自律、

支配、達成、および、秩序の五つの性格特性

を抽出した。

3.データの処理

被検者の性格特性をあらわす六つの変数を

説明変数、採点の変数を基準変数とするAIC

による変数増減法をもちいた重回帰分析を行

ない、基準変数に対して標準偏回帰係数の高

い変数を採択した。これにより採択した性格

特性について、それぞれ上位、下位傾向を示

した被検者を選出し、性格特性を説明変数、

採点の変動を基準変数とする分散分析を行なっ

た。

結果と考察

まず、採点の変動をあらわす変数について逆正

弦変換を行なった後、性格特性をあらわす六つの

変数を説明変数、採点の変動を基準変数とする重

回帰分析を行なった。その結果、これに対して標

準偏回帰係数の高い変数として、 EPPSの支配と

秩序の性格特性が採択された。このときの重相関

係数は、 R=.716(ρく.05)であった。このことは、

これらふたつの変数と決定点の提示による採点の

変動には関連があり、これらの変数により採点の

変動が約52%説明されることを示している。つぎ

に、これらふたつの変数についてそれぞれ上位、

下位傾向を示す被検者群に分類を行ない、これら

を説明変数、採点の変動を基準変数とする 2要因

の分散分析を行なった。その結果、支配の性格特

性については主効果(fl1，8)=5.89，ρく.05)がみられ

たが、秩序の性格特性の主効果、ならぴに、これ

らの交互作用はみられなかった。そこで、支配の

性格特性について水準聞の比較を行なった結果、

これについて下位傾向を示した被検者は、上位傾

向を示した被検者と比較して、採点の変動が有意

に大きい値 (ρく.05)を示していた(図 1)。こ

れらのことから、支配の性格特性は、演技の決定

点の提示による採点の変動に影響を与える要因で
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図1 支配の性格特性が採点の変動に与える影響

であるものと考えられる。これは、 Scheerら27)の

報告と一致するものであった。

EPPSの支配の性格特性は、採点場面において
自己の採点を支持する欲求5)をあらわすものと考

えられ、これの上位傾向を示した被検者はこの欲

求が高く、また、下位傾向を示した被検者はこの

欲求が低かったものと考えられる。本研究におい

ては、各演技の採点終了後に決定点を被検者に提

示した。このとき、バイアス状態では、決定点と

してもちいた国際審判員の採点より、各々採点規

則に定められる許容範囲の値を減じた点数を決定

点として提示した。その結果、支配の性格特性の

下位傾向を示した被検者は、これについて上位傾

向を示した被検者と比較して、採点の変動が有意

に大きい値 (ρく.05)を示していた。これは、支

配の性格特性の下位傾向を示した被検者は、自己

の採点を支持する欲求が低〈、バイアス状態にお

いて自己の採点の基準を変動させたことによるも

のと考えられる。

採点規則12.18)においては、決定点の算出にかか

わる審判員閲の採点の一致度について、 6審制の

競技会において、偶発的に現れた点数の大きな聞

きは、審判員コントロールにより記録され、該当

する審判員を制裁することが、また、 4審制の競

技会において、中間のふたつの点数が許容範闘を

越えた場合、主任審判員には基準点を基に点数変

更あるいは規則に応じた範囲へ接近させる義務、

各審判員にはその指示に従う義務があることが記

述されている。そして、いずれの競技会において

も、これに反した場合の悶則規定が定められてい

る。これは、採点規則において、決定点算出にか

かわる審判員聞の採点の一致度を高めることによ

り、決定点の表面的妥当性を向上させることを意

図しているものと解釈できる。

本研究における採点は、採点規則11.17)，こ従って

行なわれ、各演技の採点終了後に決定点を提示し、

さらに、被検者の採点、が許容範囲を越えて高く、

あるいは、低く示された場合には、その旨を被検

者に知らせたものであった。したがって、被検者

は自己の採点と決定点との差の程度を容易に把握

することができたものと考えられる。また、被検

者は日本体操協会公認1，2種男子審判員資格を有

する者であったことから、採点規則に関する知識

を有しており、採点規則からの要求についても十

分に理解していたものと考えられる。これらのこ

とから、本研究における支配の性格特性の下位傾

向を示した被検者は、採点規則による審判員聞の

採点、の一致度を高めるという要求に応えるため

に、自己の採点を、本来の決定点よりも許容範囲

の値を減じて提示された決定点に一致させようと

努力し、その結果、採点に大きな変動がみられた

ものと考えられる。このことから、決定点の提示

は審判員の採点の信頼性と妥当性に影響を与える

要因であり、これは採点規則からの要求に起因す

るものと考えられ、これより、審判員の採点は決

定点に対して独立していないことが示唆される。

さらに、時間経過了1，23，33)順序効果、1，9，2ω，32，36，40)審判

員の性格特性了5.27，34)審判経験3，38)などの審判員の採

点の信頼性に影響を与える要因についての報告が

なされていること、および、決定点は審判員の採

点結果から算出されることを勘案すると、これら

審判員の採点の信頼性に影響を与える要因と採点、

規則からの要求を反映した決定点の提示は、図2

に示すように相乗的な効果をもって審判員の採

点、さらには、決定点の信頼性と妥当性に影響を

与える可能性があるものと考えられる。

本研究において、審判員の採点、あるいは、決

定点の表面的妥当性を検討するために説明変数と
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図2 審判員の採点に影響を与える要因と決定点の提示が
審判員の採点，決定点に与える影響

なる審判員の採点は、基準変数となる決定点に対

して独立ではなく、表面的妥当性を向上させるこ

とを意図する採点規則の影響を受けているものと

考えられた。このことから、審判員の採点、およ

び、決定点の信頼性と妥当性を向上させるために

は、審判員は、その能力として要求される採点規

則、競技規則などの規則に関する知識、および、

技術に関する理解を十分に深めたうえで、自己の

採点結果を支持することを強く意識することが必

要であるものと考えられる。また、審判員の採点、

および、決定点の妥当性を検討するにあたり、表

面的妥当性からの検討にとどまらず、内容的

(content validity)、基準関連(criterion-related

validity)、および、構成概念妥当性(construct

validity)についての検討を行なうことの必要

性が示唆されよう。

まとめ

1.本研究の目的は、審判員の採点の独立性に影

響を与える可能性のある要因として、演技の決定

点の提示を取り上げ、これと審判員の性格特性と

の関連を明らかにすることにより、審判技術向上

のための基礎資料を得ることであった。

2.性格特性をあらわす六つの変数を説明変数、

採点の変動を基準変数とする重回帰分析を行なっ

た結果、これに対して標準偏回帰係数の高い変数

として、 EPPSの支配と秩序の性格特性が採択さ

れた。これらふたつの変数について分散分析を行

なった結果、支配の性格特性の主効果 (FU，8)=5.

89，ρく.05)がみられ・た。水準聞の比較を行なった

結果、これについて下位傾向を示した被検者は、

上位傾向を示した被検者と比較して、採点の変動

が有志;に大きい値 (ρく.05)を示していた。

3.これらのことから、審判員の採点、あるいは、

決定点の表面的妥当性を検討するために説明変数

となる審判員の採点は、基準変数となる決定点に

対して独立ではなく、表面的妥当性を向上させる

ことを意図する採点規則の影響を受けているもの

と考えられた。このことから、審判員の採点、お

よび、決定点の信頼性と妥当性を向上させるため

には、審判員は、その能力として要求される採点

規則、競技規則などの規則に関する知識、および、

技術に関する理解を十分に深めたうえで、自己の

採点結果を支持することを強く意識することが必

要であるものと考えられた。また、審判員の採点、

および、決定点の妥当性を検討するにあたり、表

而的妥当性からの検討にとどまらず、他のタイプ

の妥当性についての検討を行なうことの必要性が

示唆された。
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創作ダンスの学習における作品発表の「場Jについて

麻生和江(大分大学教育学部)

On the site of presentation in the learning of creative dance 

Kazue ASOll 

Abstract 

The educational significance of the creative dance is discussed from the point of view of the 

preparation of the hall. A questionnaire was conducted on the comparison of students' impressions of 

the dance performances in an existing and a temporary hall， a place called horu or kaikan used as 

出eformer while a gymnasium as the latter. Gymnasiums are the typical sites for giving 

presentations during a c1ass. Modelling itself on the existing hall， the inside of the gymnasium is 

divided into the stage and the audience seats by simple screens， and stage settings are brought in. 

Students who participated in presentations as audience as well as performers and staff stated their 

impression on the presentations at each hall. 

As performers and staff at the existing hall the students responded that they were especially 

satisfied with performing on an authentic stage and the ease of construction and decompositon of 

stage settings. On the other hand they failed to satisfy themselves with the lack of sense of 

achievement， and the sense of unity between the performers and the staff because they did not have 

to work together to prepare the hall. They were also dissatisfied with the inefficiency due to 

working at an unfamiliar place. 

As audience at the existing hall， students to the compositions of the work， such as the impression of 

the dancers' bodily movements or the compositions and meanings of the dance， etc. They also 

focused their attention to stage effects like lighting. As for the impressive works， they favored 

carefullu -prepared and well -practiced works. 

At the temporary hall， namely the gynasium， the students as audience took an interest in the 

temporary hall itself， such as its atomosphere， seat capacity or stage settings. Among stage effects 

they were mainly concemed with the make -up of the dancers. Regarding impressive works they 

preferred somewhat unusual ones. 

1) Faculty 01 Education， Oiω Universi.か~ 700 Dannoham，αfta -Shi， Oita(870 -11)， Japan 
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1 .はじめに
創作ダンスの学習過程は、作品を発表の段階を

経て完結する。作品発表の様相には、授業時間内

に、学習の場で行なわれる簡易なものから、職業

的舞踊団による作品発表に代表されるような、級

密に計画された会場で行なわれる場合等の相違を

想定することができる?ところで、作品発表会の

「場J、即ち、発表会の会場は、大きく、常設され
た建物(以降、常設会場と称する)と、必要な時々

に設営する仮設会場(以降、仮設会場と称する)

とに種類分けすることができる。

創作ダンス学習において、設営作業を学習者自

身が行なう仮設会場の場合、常設会場使用にはな

い設営という活動が加えられる。したがって、常

設会場を使用するか、仮設会場を使用するかによ

って、発表会までの過程における指導内容とその

意義に違いをもたらすこととなると考えられる。

本研究では、まず常設会場と仮設会場の概念的

な分類を行い、次に、発表会に関わった学習者の

感想から、常設会場と、学習者自らで設営する仮

設会場とでは、学習者の意識にどのような違いが

あらわれるかを把握し、作品創作と作品発表の

f場Jとの関わりに言及することで、これらの違
いを究明したいと考えた。

なお、分析の視点は、以下の通りであった。

(1)作品発表・発表会運営した学習者(設営に関

与あり)の意識

(2)作品観賞する学習者(設営に関与なし)が注

目する事象

2.作品発表の「場J.としての会場
舞踊作品の上演には、作品の観賞者、即ち、

観客が必要である。したがって作品を発表する

会場内は大きく、舞台と観客席とに分けられる

ことになる。そのような会場には、次の①~④

の種類があると考えられる。

常設会場は一般的に、舞台が壇上にあり、段

差を付けた観客席が設営されている。舞台には

舞台装置の諸機能が既に常設されており、必要

にあわせて、演出の規模が調整ができるように

なっている。これには次の二通りが考えられる。

①劇場とよばれ、舞台装置が完備されている

演劇・舞踊等の上演芸術専用のもの。これに

は、帝国劇場や日生劇場等のような大型の劇

場だけではなく、鈴木忠志による利賀村の山

房や野外ステージのように、ある舞踊家(あ

るいは劇作家)の作風にあわせた演技者の「身

体がなじむ空間一演技空間f)として建てられ
た劇場も含まれる。

②劇場に比べれば舞台装置や客席数等の規模

が比較的小さい、公会堂・会館・ホール等と

よばれるものがある。10)これは多目的ホール10)

であり、上演芸術以外の講演会等にも使用で

きる。それだけに上演芸術には中途半端で使

いにくく、多目的は無目的10)等ともいわれ

ている。各県や市町村が所有する建物の多く

がこれに該当する。

一方、必要な時々に舞台や客席を設営する仮設

会場としては、次ような種類分けができると考え

られる。

③ 発表会が授業時間内に行なわれる場合のよ

うに、舞踊場や体育館等の身近な学習の場の

内部を簡単な衝立で舞台と観客席に仕切った

もの(仕切りのない場合もある)。あるいは、

仮設舞台専用の器材を持ち込み、一般的な常

設会場をモデルに設営したもの。常設開場の

代用とされることが多いと考えられる。

④ 1960年代のイベントやハプニングを求めた

芸術活動に始まり、作品がおかれる環境その

ものを作品の一部に取り込むインスタレーシ

ヨン81111 の発想で設営される舞台があげら

れる。例えば、彫刻において台座をも作品の

一部に合めるという考え方51のように野外や

倉庫等、本来、上演芸術会場以外の用途のた

めにある空間に会場を設営する場合や、唐十

郎による紅テントや佐藤信による黒テントの

ような場所移動を志向した劇場等が含まれ

る。作品のみならず作品を囲む空間を作品の

一部としてこだわる点では、①と類似してい
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る。

しかしながら、この①から④は、極端な例示

による分類であり、現実はこれらの複合的、

あるいは、中間的な形状をとる場合が多いと

考えられる。

3.調査の報告

1)研究方法

本研究では、作品発表の「場Jが異なる発表
会(前記②と③に該当)の両方に作品発表また

は、発表会運営に参加した学生の感想文、なら

びに、これらの発表会を観賞した学生の感想文

を前述の視点にそって分析した。なお、考察に

さいしては、筆者による過去の研究結果})-51他@

を参照した。各視点ごとの調査方法ならびに調

査対象は、以下の通りであった。

(1)作品発表・発表会運営した学習者(設営に関与

した)の意識

以下の 2件の発表会に参加した大分大学教育学

部保健体育学科学生21名に、それぞれの過程を比

較した感想文を書-かせ、その内容を類型化した(表

2.)。

・大分大学教育学部保健体育学科主催第9回創作

舞踊発表会(前記③に該当 表1.参照)以降「第9

回jと称する

・大分大学教育学部保健体育学科主催第10回創作

舞踊発表会(前記②に該当 表1.参照) 以降

f第10回Jと称する
なお、第 91司・第10回の概要は表1.に示した。

両者とも授業成果の発表会であるとともに学科行

事として開催された。

表1.大分大学教育学部保健体育学科学生による創作舞踊発表会の概要(第9回・第10回)

名 称 大第9分回大学創教作育舞学踊部発保表健会体育学科主催 大第分10大回学教創作育学舞部踊保発健表会体育学科主催

主 k臼s 学科成果の発表，ならびに学科行事 学習成果の発表，ならびに学科行事

開催期日 1992年 1月27日(19:00-20: 00) 1993年 1月24日(18:30-20: 30) 

上t作品寅

上演形式 13作品を3部に分けて上演。 18作品を 3部に分けて上j向。
第 2部は総合的な総合的なテーマがあり. 作部総合的なテーマがあり.第 1部では9作
6作品を暗転なしで上演。また.第 1部で 品を暗転なしで，また.第 2部では 5作品.
は 4作品，第 3部では3作品を暗転を挟ん 第3部では 4作品を暗転を挟んで上演。 18作
で上演。 品のうち. 7作品は.第7[jt)か

つ
¥，"¥ {下 者 大分大学教育学部保健体育学科学生 大分大学教育学部保健体育学科学生
て
出演者 同上延べ57名(男子22・女子35) 同上延べ97名(男子36・女子61)

スタッフ 大教分官大・学学教生育学部保健体育学科 大教官分大・学学教生育大学分部県立保健芸体術会育学館科職員

会 場 大分大学第三体育館 大分県立芸術会館文化ホール
メ場z岳z、 用 途 体育館 広く上演芸術や講演会等に対応

舞台形の状

舞柚台床ーー一一学建段大地奥側生ポラリ}J築明行がノイ口Ey6L工組のかl世リトト2事み常1ュとり8台時約1約台ウをL ・fl ム ((] 色}

大問さ分県立芸術会館文化ホールに既存設備を

'コ 幕のロー手リン下グ 2 
使広 奥間1::1 約約18m し、

パ明ァク パでイイプ上に吊ポ・り手タトド各げワ3ーる対( 
て 行 14m

照 サドスッ問パー
，コロガシ川ベピース

広さ 10m 

!-1J二を fニ8。m 

観客席形状の
床座席 土パ足イ学可プ箱所能椅i生に子な平がス均設シト10台常ー0席等しトので段他.還7のあyるk存

大分県立芸術会館文化ホールに既存設備を
使用。

銚席数ぴ簡を プたを。I世間.

会場の種 仮設会場 ③ 常設会場 ② 
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第9回は、会場を体育館とし、作品発表に必要

な設備や備品等は、業者に頼らず、学内にある物

を使用した。会場設営は、体育学科学生全員で実

施した。照明器具も仕込みからプランニング、操

作まで全て学生の手によって実施された。本学で

は第2固からこのような方法で発表会を実施して

いる。会場の種類(前述の2.作品発表の場とし

ての会場)では、仮設会場③に分類される。

第10回は、第9固までのまとめとともに、いわ

ゆる「舞台の基本的な形Jを知り、今後に役立て
ようという主旨も組み込まれ、大分県立芸術会館

文化ホールを会場とした。会場の種類(前述の2.

作品発表の「場Jとしての会場)では、常設会場
②に分類される。

(2)作品観賞・する学習者(設営に関与なし)が注目

する事象

作品を観賞した学生に感想文を書かせ、その内

容を分析した。感想文を書いた学生合計104名の

内訳は、以下の通りであった。

・第9回を観賞した小学校体育実技(ダンス)・一

般体育実技(ダンス)受講生61名

・第10回を観賞した小学校体育実技(ダンス)・

一般体育実技(ダンス)受講生43名

なお、感想文は次の 3つの観点から分析した。

7.記述内容における第 9回と第10回の比較

作品観賞の感想文は、観賞した印象を ra.良
いJrb.悪いJに分けて自由記述させ、観賞者が
注目する33項目3)に言及した回答者数、ならぴに、

33項目中でrc.総合的に注目される傾向Jを把握
するために、 a.とb.をあわせた回答者数を各項

目ごとに求め、全回答者数を分母にパーセンテー

ジを求め、それぞれ第 9回と第10回との聞で比較

した(表3.)。

イ.過去の研究結果との比較

7.の結果を過去の研究結果3)とを参考に、観賞

者が注目する事象について、常設会場の場合と仮

設会場の場合との相違を考察(表5.) した。

ウ.好まれる作品の傾向

また、第9固ならびに第10回両フ。ログラムの中

で好きな作品を調べ、会場の形状との関わりから

好まれる作品の傾向を比較(表6.) した。

2)調査の結果と考察

(1)作品発表・発表会運営した学習者(設営に関与

した)の意識

発表会に参加した学生の感想文には表2.にのよ

うな記述内容がみられた。

集約的項目

表 2.学生による第9回と第10回発表会の比較(第10回を軸とした感想文の類型化}

具 体 的記述 ，ー~-a-内

a 会場 -本物の会場に触れた感じだった。
・芸術会館という場所だけでうれしくなる。

第10回に対して+(肯定・安心・満足)の感想
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では。
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① 第10固に対してプラス(肯定・安心・満足)

の感想としては、「本物に触れた満足感 J r会
場設営・解体作業が楽J等の内容があげられた。
② 第10回に対してマイナス(否定・心配・不満)

の感想としては、「裏方との一体感j や「達

成感jの欠如等があげられた。

③ また、第10回に対してマイナス(否定・不安・

不満)の感想には、場慣れしていない ための

手際の悪さに関する事項が主な内容となってい

た。

以上の結果については、次のように考察できる。

常設会場には、仮設会場に付帯する設営(解体)

作業がなく、専用の建物であることから、学生に

は「本物Jという意識がある。自らで設営した会
場は仮設であり「本物jではない。

しかし、仮設会場では、その設営という活動を

通して、作品あるいは身体が拡大した親しい空間、

自分の作品のために責任をもって設営したことを

誇れる空間となる。

一方、常設会場は自ら設営した訳ではないので、

存在に責任も自信ももてない。日頃から使い・慣れ

ていない空間なので、親しさを感じることもでき

ず、楼み込みのできない空間"となる。

会場への不慣れから生じる手際の悪さを感じる

彼らの意識には、そのような内的働きが存在する

と推察できる。

また、過去の研究から、大学生は創作ダンスの

学習において動きそのものよりむしろ、伴奏苛や

衣装作り等の演出効果に興味を抱く傾向がありIl

また、仲間との交流を深化させる機能があると認

識している6)ことから、興味をもって取り組んで

これた活動であったと理解される。第10回ではそ

の活動が無く、演出計画にも深く関われず、仲間

との一体感が欠けてしまった事を物足りなく感じ

ているようである。

(2)観賞者が注目する事象についての調査から

観賞者の記述内容の分類と比較(表3.>からは、

次のような結果が得られた。

i.記述内容における第 9回と第10回の比較

① よい印象(表3.a.>において、第9岡と第10

回の33項目への回答率の比較は、「会場の雰

囲気Jr舞台のセットJで第 9回が第10回を、
「作品としてのまとまりjで第10回が第9回を、

それぞれx2検定5%水準で上回る結果となっ
た。

② 悪い印象(表3.b.)においては、「観客席

の席数Jr空調の状態Jr表情の印象Jr 踊
り手の化粧Jで第 9図が第10回を、「動きの
印象Jr作品の内容や意味Jで第10岡が 第 9
回を、それぞれx2検定5%水準以上で上回る
結果となった。

③ よい印象と悪い印象を総合した、 33項目へ

の総合的な同答率(表3.c.>をみると第 9回、-

第10回ともに観賞者は、素材、作品の成分、

演出効果等の諸項目に注目しており、特に、

「踊り手の技巧Jr作品の内容や意味Jr踊り
子の衣裳Jr照明効果J等へ注目する観賞者
が多いことがわかる。

④ また、同表から「会場の雰囲気Jr観客席
の席数Jr空調の状態Jr舞台のセットJr踊
り子の化粧Jでは、第 9回が第10回を、一方、

「動きの印象Jr作品の意味内容Jr作品とし
てのまとまりjでは、第10回が第9回を、そ

れぞれx2検定5%水準以上で上回っている。

イ.過去の研究結果との比較

そこで、この結果を舞台の種類が第9岡ならぴ

に第10回に類似した、筆者による 2件の創作舞

踊公演(表4.) について、本研究と同様な手順

で実施した調査研究から得られた数値の大小関

係を比較した(表5.>。

① 表5.c.をはじめ、 a.b.においてX2検定5

%水準以上をもって違いがあると認められた

た項目のいくつかの数値の大小関係は、仮設

会場を使用した (HKと第 9回)と常設会場

を使用した公演 (H5と第10回)とで類似し

た傾向を示した(表5.中の総と滋部参照)。
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表 3.観賞者の記述内容の分類と比較

回答群 a.よい印象 b.悪い印象 c.総合 (a.+b. 
ーーーーー・ーー・・ 4・・，

(第619名回)||(第431名0回) (第619名回fI ~第431名0回) (第619名回fI ~第431名0回) 観賞者が注目する項目

観 1.会場の雰囲気 11.5 > 2.3 11.5 > 2.3 
2.受付 4.9 2.3 4.9 2.3 

客
3.観客席の広さ 1.6 1.6 

席 4.観客席の席数 11.5 > 11.5 > 
の 5.観客席から舞-台への視覚 4.9 4.9 

形
6.観客席から舞台までの距離

7.空調の状態 1.6 11.5 > 2.3 13.1 ) 2.3 
状 8.他の客 1.6 2.3 3.3 4.9 2.3 

舞 9.舞台の形
」E3a. 
σ〉 10.舞台の広さ
形
11.舞台のセット(作り) 9.8 > 9.8 > 状

予 12.配布物のデザイン

的 13.配布物の内容

報 14.アナウンスの声や仕方 1.6 4.7 1.6 4.7 

刀ミ 15.アナウンスの内容 1.6 1.6 3.3 

索 16.踊り手の顔や容姿 6.6 4.7 6.6 13.1 4.7 

キオ 17.踊り手の動き方(技巧) 45.9 44.2 19.7 11.6 65.6 55.8 

作
18.空間の印象 3.3 7.0 1.6 4.7 4.9 11.6 

19.動きの印象 16.4 18.6 3.3 〈 18.6 19.8 く 37.2

ロ口ロ 20.表情の印象 16.4 20.9 16.4 > 2.3 32.8 23.3 
21.動きの流れ(展開) 11.5 9.3 1.6 9.3 13.1 18.6 

の 22.作品名 13.1 16.3 11.5 11.6 24.6 27.9 

23.作品の内容や意味 18.0 30.2 23.0 〈 44.2 41.0 <: 74.4 
成 24.作品としてのまとまり 4.9 く20.9 8.2 14.0 13.1 く 34.9

25.作品の上演時間 1.6 7.0 1.6 7.0 
分
26.公演としてのまとまり 21.3 13.9 11.5 11.6 32.0 25.6 

i寅
27.踊り手の化粧 1.6 2.3 11.5 〉 13.1 > 2.3 
28.踊り手の衣装 42.6 51.2 1.6 7.0 44.3 58.1 

出 29.作品の伴奏音 18.0 16.3 4.9 7.0 23.0 23.3 

30.音響効果 3.3 3.3 2.3 6.6 2.3 

効 31.照明効果 11. 5 32.6 9.8 9.3 37.7 41.9 

32.小道具
果
33.暗転や幕開 3.3 3.3 

※ x2検定を行った結果、 5%水準には くまたは〉 を、 1%水準には 〈または〉 の
.号を付した。なお、符号の向きは、数値の大小をあらわす。
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表 4• 筆者による公演の概要

名 称、
創第作5舞回踊創研作究舞会踊主公催演

ダンスフ組ォ主ーそ、た催のメこ創時ーと作シを舞空ョ覚踊気ンえ公がて演騒L KAZU 
TIME- いで

L 、る

主 k目a 

作成の追巣創舞踊作究を研舞発を究表踊目会的すの会教ると員。育しの的て行意H義qっiのてと研芸い究術る性自のIJ 
筆特者が空更に研i究演作出を進めてい絞くた
筆成に，者し に 過演聞の に焦を点改作を り
によ上る去すの品 して
て，る。

開催期日 1990年11月6日(18:30-20:00) 1991年6月8日・ 9日(19:30-20:45)

上演形式

転的第な8なをし作l挟部でテ品上んー4を作マ演で3上が品部(約，演あに3。第り0分分第28けパ)部3。て部ー3上作でト演品はを。暗総を暗転合

12パートを暗転なしで上演(約
時間)。

上j作品寅

作 者 創作舞踊研究会会員 筆者
ずコ

1.-' 
出演者 創作舞踊研究会会員 ダンス7作ォ-JーションK会A会Z員U最)且メンノ〈て

(創舞踊研究

スタッフ 大創分作舞市踊研究会会員
ダンス 7(才5自IJ作(メイ舞ベー踊シン研ョト究ンコ会Kー会Aデ員suィ} 轟lコンパルホール職員 メンノ〈ー
TAKE ネ
ター)

~ 場 大文化分市コンパルホール LIVE &GALLERO Y C 
ホール BRICK BLOCK 

場会

(ブリックプロック)

用 途 広く上演芸術や講演会に対応 ライブコンサート，ギャラリー
ザコ

1.-' 舞台の 大既分存市コンパルホール文化ホ~

の不炉巾約黒約倉定イ形庫の巾8.上みなを8取.改舞手0下造m台り1付手mを×し奥設た×営奥会行各た場約。行し1箇約たに4， .. 所1 62 .m の1 

て 形状 ルに の設備を使約約問。
広さ 一奥関口 ~~1.1. 8m 
行，.7. 2 m 

， 

) 

備ラ プコンサー具けト則をの充音響し ・照明
の他に照明器 補 た。

観と形客席状等数 観入客場席客席者数数 550 扱席名
観2観客階入席や場客席者の階向段数数きを約客両は席舞日台とと1ともし0同てに0使席じ1高用0きし7。名た観れ は，摺約り鉢4状5に0 え付けら

ている。

会場の種 常設会場 ② 仮設会場 ④ 



観賞者が注目する項目

1.会場の雰囲気

2.受付

3.観客席の広さ

4.観客席の席数

5.観客席から舞台への視覚

6.観客席から舞台までの距離

7.空調の状態

8.他の客

9.舞台の形

10.舞台の広さ

11.舞台のセット(作り)

12.配布物のデザイン

13.配布物の内容

14.アナウンスの声や仕方

15.アナウンスの内容

16.踊り手の顔や容姿

17.踊り手の動き方(技巧)

18.空間の印象

19.動きの印象

20.表情の印象

21.動きの涜れ(展開)

22.作品名

23.作品の内容や意味

24.作品としてのまとまり

25.作品の上演時間

26.公演としてのまとまり

27.踊り手の化粧

28.踊り手の衣装

29.作品の伴奏音

30.音響効果

31.照明効果 く5

32.小道具 I 1> I 1> I 1> 
33.暗転や幕間 く 1

G9は学生による第9回創作舞踊発表会、 GI0は学生による第10回創作舞踊発表会の略、また、 E区.は筆者
によるKAZU組創作舞踊公演、H5は筆者主宰の研究会による第5回創作舞踊公演の略。
主主検定を行った結果、 5%水準はぐまたはう、 1%水準はりまたはうと表記した。符号の向きは、
数値の大小をあらわす。

平成6年4月第8巻

表5.観賞者が注目する事象につての比較

回答群 | a.よい印象
!--I HK-H5 Iω 
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表 4. 1作者ーによる公演の慨袈

名 柄、
創第作5舞匹l踊S研IJ作究舞会踊主公催uii 

ダンスフォーメ ーション

KAZU組ミ、そiゴたlのmこ創l時と作を舞空党気踊え公がて騒演もTIMEー いで
し 、る

主 日 t追jlJ究E作同舞を踊の教育的行意義と芸術情fllJ ej}特空iがE空Eに研;究百を進めてい絞くた
の 究衣EJ 会I内として っている に，新に IIIJの作mに佑占を!i' り
成作舞 日f 全員の I11;([の研究の 筆成 による過泌去すの 品を& して
米をfe す争e 」τ，J主 告。

1111 Hll JYI 1¥ 199011二11丹6U (18:30-20:00) 199111'6)'18 n・9日(19:30-20:45)

上uii形式

転{な第内8なをl作侠吉テ1品iん4をマ作で3品がl♂部，dあ1iiに.第り分第28け部パ3て掬ー3上i作でトilii品はを。総附をI作伝府

12パートを 11音転なしでー上出(約
l時UlJ)。

凶作卜 しで上前(約30分)。

1E2IE ' 
(乍 宅i 創作舞踊研究会会11 筆者

つ
し、
出;両者 創作舞踊研究会会n 1/λ7理ノーーγヨンKAZUfJlメンパ

て
(告IJ11'舞踊研究会会以)

スタッ 7 大fIiI分作市鉾lffl研究会会il ダンス フォーメーショ究ン会K会AiSL U剥i
コン パノレホーノレ ij~占 H メンバー(5創作(イ舞ベ踊研 ) 

TAKE ントコ ディヰ
ター)

会 J>>; X 大分iliコンパJレホーノレ LlVE & GALLERY 
イヒホール BRICK BLOCK 

(ブリ yクブロ，;7)
会
ILi 
用 ifu と 広<-1:演芸術やJi'lf?列会に対応 ライフ'コンサート，ギャラリー

つ
し、 舞台の 大分Iliコンノマノレホール文化ホ「

f五fJ約ilTiJ1l11l1J8 . 1 111 ×会f各奥営T場約行約 1 2. て 形状 ノレにl坑存の 1没備をff史JHl。 の を改造し に，
広さ -奥IIIJ 仁 íf.':J .~ 1..1 81ll !]J *"" 8. 0 m X 奥設た 4. 6 m の
行約 7 2m 不大hh 形な手舞台手を した所。

) 1: 'f. -" 'f" .f& 1筒
}JI.のみJfZり付けた。
制ライブコンサート!をHの充古響し !日l'抑
の1也に !I{{IりH綜具 hfi た。

観と形客席状努数 鋭場川治席者数 5 5 0 J:名w liII岬場詰席者数 約向 100胎
入数約 450 人 数 日ともに 107名
鋭治: は ， 押1 り鉢状に j~: え付けら 税容階 の段~.:j さは府舞台と同じ;間::，さ 。た
れている。 2 や陪 を治; として使 し

会場の種 常設会場 ② 仮設会場 ④ 
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表 5. 観賞者が注目する ~I'訟につての比較

回答lrf aよい印象 b.!mい印象 C.総合 (a.+b.l
..ーーーーーーー...

観賞者が注目する項目 HK.H5 I G9-GIO HK-H5 I G9-GIO HK-H5 I G9-GIO 
観 1 会場のま手間気 '> '> '> '> 

1年
2.受付

3 観客席の広さ '> '> 
胤' A ι 飽'必f.I~の Iff; ~~ I ~ 1) i) i) 

の 5 観客I，Wから舞台への視党 '> '> 
6.観客席から舞台までの距離 '> '> 

j~ 
7 空調の状態 '> '> '> '> 

状 色他の客 '> 
斗

くB

主事 9 舞台の形
台
の 10 舞台の!よさ

九州体育学研究 tt18.;& 平成6~ I二 IIJ J 

表 5. 観賞者が注目する市象につての比較収.>
y、

回答 !r~ aよい印象 b 惑い印象 C.総合 (a.+b.l
ーー.--------ーー『

HK-H5 I G9-GIO HK-H5 I G9-GIO HK-H5 ¥ G9-GIO 観賞者ーが注目する年i目 、

21 耳目Jきの統れ(展開)

の 22 作品名

23 作品の内容や斌l床 ぶ機 泌総ぶぶ総総ミぶ泌総-器駐
成 24 作品としてのまとまり ぷ総 ぶ襲撃

25 作品の上泌l時rm
分
26 公演としてのまとまり

i肉~. 
27 踊り 手の化粧

28 踊り手の衣装

'> '> '> 

出 29 作品の伴奏Tf

30 音響効栄 '> 
効 31 照明刻'JJl.l くs

32 小道具 '> '> '> 
果
33.暗転や幕開 く1

※ G9は学生による賀，9回創作舞踊発表会、GlOは学生による第10回創作舞踊発表会の略、また.HKは鑑者
によるKAZU組創作舞附公演、 H5は話者主事の研究会による第51自由l作抑制公演の時.

※ I'検定を行った結娘、 5%水部はげ または '>、1%水準は り または '>と表記した.符号のriiJきは、
数値の大小をあらわす.
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表 4. 筆者による公演の概要

名 称 創第作5舞回踊創研作究舞会踊主公催演
ダンスフ ォ主ーそ、た催のメこ自時ーIJと作シを舞空ョ覚踊気ンえ公がて騒演L KAZU組
TIMEー いで

l".， ".. ..:. ~ 1，r-'Er:i T l".，る

主 k目白

の果創追舞踊作究を研発舞を表踊究目会的すの教と員育し的て行意義ってと芸い究術る性自IJ
筆特者が更空に研i究寅作出を進め改点てい絞しくた
に者.L に I過閥寅の に焦を 作を り作成 会の日頃の研の 筆成による去すの品 て

る。 て，上る。

開催期日 1990年11月6日(18:30-20:00) 1991年6月8日・ 9日(19:30-20:45)

上演形式

的転な第8なをしl作部挟テで品1ん-4:をi作7で寅3上品が部(約，演あに3。第り0分分第28け部バ}3。て部ー3上作でト演品はを。暗総を暗合転

12パートを暗転なしで上演(約
時間)。

上l作ロ寅ロ

作 者 創作舞踊研究会会員 筆者
'コ
L、
出演者 創作舞踊研究会会員 ダンスフ作ォーメーションKAZ員Ut) 且メンノ〈て

(倉IJ 舞踊研究会会

スタッフ 大創分作舞市踊研究会会員 ダンスフ(ォ創ー作(メイ舞ベー踊シン研ョト究ンコ会Kー会Aデ員Slィ} 1411 コンパルホール職員 メンノfー
TAKE5 ネ
ター)

メ~ 場 大文分化市コンパルホール LIVE & GALLERY 
ホール BRICK BLOCK 

(プリックブロック)

場ぷ~
用 途 広く上淡芸術や講演会に対応 ライブコンサート，ギャラリー

つ
L 、 舞台の 大分存市コンパルホール文化ホー

大の不巾袖約定幕約倉黒イ庫形の巾8.上なみを8取改舞手.0造m下台O1手付mをxし奥設た×営奥会行各た場約。行し1約箇たに4.。所. 1 62 .m の1 
て 形状 ルに既 の設備を使約約用。

広さ 一奥間口 ~~ ~'). 8 m 
行〆 7. 2 m 

ヨ)

備ラ プコンサー具lトf用をの充音響L・照明
の他に照明器 補 た。

観と形客席状等数 観場席客席者数数 550据席名 観席や場客席者段高数数 約両客は 1 と0も0席約 450
観2客階入 の階 さを 席舞日台とと L同てに使じ1高用0きし7。名た観れ客入て は，摺り鉢状に え付けら

いる。

会場の種 常設会場 ② 仮設会場 ④ 
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表5 観賞者が注目する11'象につての比較

回答Jrl aよい印象 b惑い印象 c.総合 (a.+b.l

観賞者が注目する項目 ー------ーーーーー『
HK-H5 1 G9-GIO HK-H5 1 G9-GIO HK-H5 1 G9-GIO 

観 1 会場の雰聞気 '> '> '> '> 

25 
2 受付

3 観客席の広さ '> '> 
J[I'! 4 間綜J!i:のl配数 '> '> '> '> 

の 5 観客席から舞台への悦党 '> '> 
6 観客席から舞台までの距離 '> '> 

J[:i 
7. ~lD，~の状態 '> '> '> ー〉

状 8 他の客 '> <' 
主'1 9 舞台の形
台
<1) 10 舞台の広さ
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る項目

21. !flIJきの疏れ(展開)

の 122 作品名

23 作品の内容や意味 対機

liX 124 作岬Jとしてのまとまり 泌総 総理器、

25 作品の上演l時1m

分 I;~ 公泌としてのまとまり
iOi山 127.l¥Trり手の化制
28 踊り手の衣装

出 129 作品の伴奏音

30 音響効果 '> 
効 131.Jt日明効梨 く5

32.小道具 '> '> '> 
果 33. 11削正や幕開 <' 

※※ Gにf9よは検る学定K生をAに行zuよっ組るた創第結作9果回舞、創踊5作公%舞t水i.，踊準発Hは表5げは会筆、ま者Gた主1は0宰はsの学〉研生、究に1会%よ水にる準第よは1る05回1り5創回作ま創舞た作踊は舞発踊う表公会i-.泌表のの砲略略、し.たま。符号の向きは、
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表 4• 筆者による公演の概要

名 称 創第作5舞回踊創研作究舞会踊主公催演
ダンスフ組ォ主そ、ーた催のメこ創時ーと作シを舞空ョ覚踊気ンえ公がて演騒L KAZU 
TIME- いで

L 、る

主 kES 1 

作成の果追創舞踊作究を研発舞を究表踊目的会すの会教ると員。育Lの的て行意日頃義っのてと芸研い術究る性創の
筆特者が更需に研演究作出を進めてい絞くし た
に，者し に 1過i1寅ffの に焦を点改作を り
筆成による去すの品 て
て，上る。

開催期日 1990年11月6日 (18:30-20:00) 1991年6月8日・ 9日(19:30-20:45)

上演形式

転的第な8なをLI作挟部テで品上んー4を作演7で3上品が部{，演約あに3。第り0分分第28け部パ}3て。部ー3上作でト演品はを。総暗を暗合転

12パートを暗転なしで上演(約
時間)。

上t作品寅

作 者 創作舞踊研究会会員 筆者
つ
¥，"¥ 
出演者 創作舞踊研究会会員 ダンス7作ォーメーション究KA会Z員U組)メンバて

(倉IJ 舞踊研会

スタッフ 大創分作舞市踊研究会会員
ダンス 7(す5自IJー作{メイ舞ベー踊シン研ョト究コン会Kー会Aデ5員1ィ} 1組コンパルホール職員 メンノ〈ー
TAKE ネ
ター)

メ&t 場 大文化分市コンパルホール LIVE &C K GALLERY 
ホール BRICK BLOCK 

l場&t 
用 途

(プリックプロック)

広く上演芸術や講演会に対応 ライブコンサート，ギャラリー
つ
¥，"¥ 舞台の 大既分存市コンパルホール文化ホ~

大の不袖巾幕約黒約倉定イ形庫の巾8.上みなを8取手.改舞0下造m台り1手付mxをし奥設た×奥会行営各た場約。行L1約箇たに4， .。所1 62 .m の1 

て 形状 ルに の設備を使約約m。
広さ 一関奥口 rロ. 8 m 
行，， 7. 2 m 

ーJ

備ラ プコンサー具けト用をの音充響L・照明
の他に照明器 補 た。

観と形客状席等数 観入場府客席者数数 550拡席名ー 観や場席客席者段k数数1; 約客両は 1 ともo 0 席日とに 10 名
観れ客て は.摺約り鉢4状5に0 え付けら

観2客陪入 の階 をさ 席舞台と L同て使じ高用さし7。た
いる。

会場の種 常設会場 ② 仮設会場 ④ 
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表5.観賞者が注目する事象につての比較

回答群

38 

観賞者が注目する項目

1.会場の雰囲気

2.受付

3.観客席の広さ

4.観客席の席数

5.観客席から舞台への視覚

6.観客席から舞台までの距離

7.空調の状態

8.他の客

9.舞台の形

10.舞台の広さ

11.舞台のセット(作り)

12.配布物のデザイン

13.配布物の内容

14.アナウンスの声や仕方

15.アナウンスの内容

16.踊り手の顔や容姿

17.踊り手の動き方(技巧)

18.空間の印象

19.動きの印象

20.表情の印象

21.動きの涜れ(展開)

22.作品名

23.作品の内容や意味

24.作品としてのまとまり

25.作品の上演時間

26.公演としてのまとまり

27.踊り手の化粧

28.踊り手の衣装

29.作品の伴奏音

30.音響効果 I 5> 
31.照明効果 く5

32.小道具 I 1> I 1> I 1> 
33.暗転や幕間 く E

G9は学生による第9回創作舞踊発表会、 GI0は学生による第10回創作舞踊発表会の略、また、 HK.は筆者
によるKAZU組創作舞踊公演、H5は筆者主宰の研究会による第5回創作舞踊公演の略。
ぷ検定を行った結果、 5%水準はりまたは 5>、1%水準はりまたは 1>と表記した。符号の向きは、
数値の大小をあらわす。

tW議~t~~
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からは舞台空間と動きとの関わりも明瞭に見渡せ

ることから、観賞者の注目は作品に集中し、作品

のまとまりや動き等の身体的技巧、意味・内容と

いう、一般的とも忠われる舞踊作品評価の視点に

立つ。

一方、舞台が比較的狭く、見通しの悪い観客席

がある仮設会場では、踊り手と舞台空間との関わ

りはむしろ見えにくく、表情や化粧等、踊り手そ

のものを目で追うことになる。しかし、出演者、

ならびに裏方が自らで設営したという認識があり

観客席、舞台、照明効果等に不備を感じながらも、

設営の労作と意外性に対して鴛き、また、仮設会

場特有の雰囲気を作品の一部として注目すること

になると推察できる。

そこで、発表者おけるインスタレーション志向

の有無に関わりなく、設営の作業跡が明確な舞台

は、観賞者の注目を集める。観賞者は、そのよう

な会場では、会場全体の雰囲気との関わりで作品

を観る。

麻生:tlll作ダンスの学習における作品発表の「場Jについて

ウ.好まれる作品の傾向

また、各発表会で観賞者に好まれた作品は表6.

にみることができる。

最も印象的と答えた人数
N=43 

グ
ル
ン一ニガ

し
る
一
一

部
く
げ
レ
ア

1
つ
逃
ト
チ

第

(37.3%) 

( 2.5%) 

. 1 6 

このことから、観賞者は、仮設会場では、「会

場の雰囲気Jr観客席の席数Jr空調の状態J
f舞台のセットJ等の観客席や舞台の形状等、
会場そのものの作りに、また「踊り手の表情

や化粧Jに注目する傾向がみられた。

② 一方、常設会場では、「動きの印象Jr作品
の内容や意味J等の作品の成分、「照明 効
果J等の演出効果に注目する傾向がみられた。
H5と第10聞は常設会場使用、 HKと第9回は仮

設会場使用であった。なお、 HKにはイスタレー

ション志向があったが、第 9回は一般的な多目的

ホールの基本的な模倣を志向して設営した会場で

あった。 HKと第 9回は、比較的狭めの会場であ

り、舞台と観客席の閥、観客席の並ぴに段差がな

く、観客席の後方からは舞台が見えにくいという

点で共通していた。このような条件を鑑みると、

前記の結果から、 7.イ.について、次のような考察

ができる。

仮設会場では会場そのものが注目の対象とな

り、常設会場では観賞者の注目は作品に集中して

いることがわかる。常設会場は、一般的にどの観

客席からも舞台が見渡せるように整えられてお

り、不変的であり、どの作品にも中立性が保持さ

れると考えられる。舞台と観客席の距離がある席

表 6. 好まれる作品

4 

第10回作品名

4 

第 1部=えつまさか
ミイラ匙る
新生ウイルス発見
踊る踊るPARTl
TOY'S DREAM 
ミイラ歩く
こわい夜
liifiるZ踊るPART2
ベルソナ
踊る踊るPART3

最も印象的と答えた人数
N=61 
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① 第9回では、風変わりな作品志向の顕著な fミ

イラも踊るjと¥，'¥う作品への支持が高い。

② 第10回でも「ミイラも踊るjは再演されたが、

これを最も印象深いと答えた観賞者はl名であ

り、「こわい夜Jという 2年前の再演作品で、
作品の内容や意味が具象的でわかりやすく、練

直し・踊り込みの行き届いた作品が印象深いと

された。これらもまた、過去の研究3)と類似し

た結果であった。

ぞれぞれ、前述の推察に添った作品支持の傾向

であるということができる。

3)調査報告のまとめ

(1)作品発表・発表会運営した学習者(設営に関与

あり)の意識

発表会に参加した学生の感想文には、常設会場

では仮設会場に比べて、プラス感想としては「本

物の会場に触れた満足感Jr会場設営・解体作業
が楽j等が、またマイナス感想としては、「裏方

との一体感Jr達成感jに欠ける、「手際の惑さJ
等があげられた。以上の結果から、学生は、常設

会場には「本物Jであるという認識をもっており、
そこで作品上演することで「本物に触れるJとい
う満足感をもたらすと考えられる。

一方、仮設会場では、演出効果に深く関与する

ことで、倉IJ作ダンスへの興味を一層高めることが

できると考えられる。さらに、会場を設営する活

動を通して、会場を親しい空間として意識させる

とともに、会場を自らで作ることに対する自信と

責任感を養い、また、仲間との共同意識を高める

等の点で機能すると考えることができた。

(2)作品観賞する学習者(設営に関与なし)が注目

する事象

観賞者は、第9回、第10固ともに、特に、踊り

手の技巧・作品の内容や意味・踊り手の衣裳・照

明効果へ注目する傾向がみられた。特に、常設会

場では技巧・作品の内容や意味等の作品そのもの

に、また仮設会場では会場そのものに、ならびに

表情や化粧等踊り手自身の身体や動き方当に注目

する傾向がみられた。

以上の結果に関与するそれぞれの会場の特徴と

して、常設会場には不変性や中立性、舞台全体が

見渡せる観客席等が、仮設会場には、設営の労作・

意外性、特有の雰囲気、比較的狭い舞台や舞台ま

での見通しが悪い観客席等が考えられた。

また、好まれる作品の傾向としては、常設会場

では、技巧的に整い、内容・意味が明確な作品が、

仮設会場では風変わりな作品志向の顕著な作品が

好まれる傾向がみられた。

この点については、不変性、中立性を備えた常

設会場では身体的技巧、内容・意味の明確さ等、

舞踊作品を評価する一般的な視点からの観賞、一

方仮設会場では会場の特有の雰囲気の有効な作用

という視点から観賞が行なわれることに導かれる

結果と考えられた。

5.おわりに

学習者自らで会場を設営するには、綿密な計画、

時間が必要となる。常設会場を使用すれば、それ

らの労力や時間は、身体的技巧、内容・意味の明

確さ等、舞踊作品を評価する一般的な視点にかな

う作品への深化に充当することができる。

しかしながら、作品を発表する「場jを作品作

りの延長とする創作ダンス学習において、学習者

は、演出効果への興味を弾みに「場作り」に「動

き作りJと同様な自信と責任をもたつことができ、
設営作業を通じて仲間との共同意識を高めること

が可能になると考えられる。

また、学習者としての観賞者も、仮設会場で、

設営の労苦や意外性、特有な雰囲気に触れること

により、常設会場場合とは異なった観賞を体験す

ることになる。会場設営という活動の中に、作品

発表者、ならぴに観賞者としての学習者に創作ダ

ンスへの関心を高めさせる要因が存在すると考え

られる。

従来の身体的技巧創造に留めず、発表の f場j

作りに関わる諸活動を重視する総合的な学習活動

領域という視点をもつことにより、創作ダンスの
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教育的意義や指導方法に、より幅広い視野からの

言及が可能となると考えられる。そして、その発

展的な過程にインスタレーション志向が積極的に

導入される作品作りの学習指導も今後期待され

る。

なお、本稿の一部は、第42回九州体育学におい

て発表した内容である。
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動機づけ理論から考える体育学習の研究

一内発的動機を引き出すための体育授業方法一

石田和彦 (大町小学校)

A Study of Physical Education on the Theory of Motivation 

-How to lead the P.E.class to bring out intrinsic motivation -

Kazuhiko Ishida 1) 

Abstract 

In this study， 1 grasped the pleasure of Physical Education on the view of the intrinsic motivation， 

and was directed toward investigating the method of P.E. which brings out intrinsic motivation. It is 

described in the pages that follow. 

Students， under their own guidance which honors their independence， are able to feelboth their own 

ability and determination， and can aIso attend the class with individuaIity and with creativity， 

On the other hand， under the teachers' guidance， students can feel their own ability but cannot feel 

their independence. 

In the class which has always been mentally motivated， moreover， the teachers' guidance can have 

students feel determination and show their minds'independence and inventiveness. But as the 

teachers' guidance was continued， they graduaIly had to be physicaIly motivated. 

Accordingly， in the P.E.c1ass， it is considered that the guidance which honors the students' own 

independence is important in respect to guiding intrinsic motivation. 
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1 .はじめに

学習の動機づけ理論の研究によると，人は非活

動的で外部からの刺激が与えられない限り学習し

ようとしない(外発的動機づけによる行動)受動

的な存在であるとされていた 11)

ところが研究が進むにつれて，人は積極的に環

境に働きかける存在であることが明らかになって

きた。つまり人は自ら進んで学習する(内発的動

機づけによる行動)自発的で能動的な存在である

と考えられるようになってきたのである 11lll

現在，体育科では「児童の能力に適した課題の

設定Jr競争場面の設定Jr社会的承認Jr学習カー
ドの活用jなどを中心に実践研究がなされている。

これらの項目を動機づけ理論に当てはめて考え

ると， r競争場面の設定Jr社会的承認Jr学習カー
ドの活用jにおいては，児童がなんらかの外的な

報酬のために運動するいわゆる外発的動機づけに

よる行動とみることができる。外発的動機づけは

学営者の意欲を高め，自分の技術の伸ぴや努力の

後を確認できるという点においては大いに授業に

取り入れられるべきである。

しかし，この動機づけを安易に強調しすぎると，

運動を目的・内容とした活動によって得られる

「楽しさJを阻害してしまったり，運動すること
が外的な報酬を得るための手段となってしまう恐

れもある 516)

人はもともと身体を動かしたいという活動性動

機があるといわれている 2)体育の授業においては

運動のもつ特性に触れ，運動することの楽しさを

味わうことができたとき，人は運動することその

ものが報酬になるというかたちで動機づけられ

る。これは，体育学習における内発的動機づけに

よる行動とみることができる。

体育学習において、生涯スポーツへのつながり

を考えた場合，この内発的動機による行動が大切

となってくる。内発的に動機づけられた児童は、

自分にとって最適な課題を発見し、その課題を解

決しようと努力する。その行動は，教師が賞罰に

よって強制したものではなく，児童自らの意志に

よって行われる行動ということができるf削

そこで本研究では、体育学習を生涯スポーツの

基礎づくりという観点、でとらえ， r内発的動機づ
けを引き出すためには，どのような授業過程・指

導方法が有効なのかj検討し，授業実践を行うこ

とにより，実証しようとするものである。

2.内発的動機付けを引き出すための体育

授業方法について

体育授業における動機づけと行動の関係を図 1

に示した。

従来の体育では(プロセス 1)があまりにも強

(プロセス 2) 

図1 体育授業における動機づけと行動の関係

調されすぎたのではないか。この過程が，運動量

の確保とその合理的処方を何よりも大切だとす

る，いわゆる外発的動機づけによる指導である。

ところが，学校体育を生涯スポーツの基礎の部分

と考えると，児童の内発的動機づけを重視した指

導(プロセス 2，3)が重要になってくる。

図lからも分かるように，内発的動機づけによ

る指導においては，教師の「発問jを重視し，外

発的動機づけによる指導においては， r指示・命
令jを重視する。ここで，体育授業における教師

の「指示・命令Jと f発問jの役割について考え
てみたい。体育授業において， r指示・命令Jは，
活動の形態そのものが変化するだけでなしその

ことが常に安全性ともつながっていることから，

他の教科以上に重要な意味をもっているといえ

る。しかし， r指示・命令jは，児童を教師の意
図通りに強制的に従わせようとする性質のもので

あるから，そこには，児童の自主性・創造性が育

成される可能性が低い。ところが，体育授業をた

だ単に運動量の確保や，技能の上達のみを考える
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のではなし児童の自主性・創造性を尊重し，児

童が運動する主体とならなければならないと考え

たとき「発問Jは非常に重要な意味をもってくる。
この点について，小林一久は，次のように述べて

いる。「教師が教えたいことを説明や指示・命令

によって，直接的に伝達しようとするだけの授業

においては，発問は必要ではない。子どもの経験

を媒介にして彼らがそれを再構成し新たな知見を

得ること，その知識獲得の過程そのものを学ばせ

たいと考えたときに発問は必要になってくる。単

に，教師から与えられた知識よりも，自ら模索し，

考えて結論に達したものの方がより確実に身につ

くからである。それだけではなく，思考過程その

ものを教え・学ばせたいと考えると，問いと答え

の聞がただちにはつながらない，既有知識の再生

だけではうめられない状況をつくらなければなら

ない。そういう状況をつくりだす鍵になることば

が発問である。この意味で発問は，単に知識の再

生と正答を求める質問とは区別されなければなら

ない。J9) 

以上のように， r発問Jは，自主性や創造性を
育成するうえで，非常に重要なものである。そこ

で，発問の工夫によって児童の自主性・創造性を

尊重した指導を行えば，内発的動機づけを引き出

すことができるのではないかと考え，次の仮説を

立てた。

f発問jを工夫し，児童の知的好奇心に

基づく自主性・創造性を尊重した指導を

行えば，児童の内発的動機づけを引き出

し，有能さと自己決定の感情を味わわせ

ることができる。ところが， r指示・命
令Jの多い教師指導型の指導では，児童
の内発的動機づけを引き出すことはでき

ない。

(仮説)

この仮説を立証するために，授業研究を行うこと

にした。

児童の知的好奇心に基づく，自主的・創造的な

図2 児童の自主性・創造性を尊重する授業過程(試案)

活動を尊重する方法として，次の3項目が挙げら

れることは前述の通りである。

0児童にもっと自由を与える

0驚きや疑問の喚起とその解決

O友だちとの話合いや協力

そこで， Aクラスにおいて，この3項目を意識

した指導を図2の授業過程で行う。その比較調査

として， Bクラスの指導では，教師主導型の， し

かも外的報酬によって動機づけをする指導，すな

わち，技能習得のためのドリル的練習や他人との

競争や賞罰による指導を行う。 A・B，2クラス

の指導方法の違いの概要は表1の通りである。

表 1 Aクラス・ Bクラスの指導方法の速い

Aクラス(自主件.を噂11[したflii1J) B (教師主導書?の指導)

Rきや疑問の喚起とその解決のために

8ft師が.教材の提示の仕方や1!r.IJ .絵師が児 IÍÍ:に適した~組を泣乏してや
を工夫する二とにより.児童のうちに. る.

鴛き.疑問.困惑といった彩で強い

知的好奇心を引き起こす。

。児危のつぶやきや単純な経問でも

見透さず.JA合によっては.クラス
全体の課題にまで広げてやる。

児童にもっと白111をリ・えるために

o rなぜ.どうすればJ1:¥吟疑問を .線何方法・の決定や.線開i局面の設定は
大切にし.児貨の考える時間を6ff呆 ft闘がしてやリ.絵師の指示・命令によ
してやるニとによって謀組設定や線 って. ドリル的観狩を緩リ返す.

符Jii去の決定.また.それにしがっ
て線符A品耐の設定をさせる

友だちとの話し合いや也力のために

0児Ji(1!1!の訴し合いの時聞をjff采し -予何カードによリ.一定の縫触を設定
怠見交倹をするニとによって.n し.途f反すればシールを与え.でき1:
分のIJえを深めたり.友だちの考 えをlIHll.する。
えを勾1ったりする。 .友だちと級争{ゲームを合む}させる

ニとによって動橡づけをする.
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3.研究方法
( 1 )期日・場所・対象者

本実験は，平成4年9-11月まで，佐賀県O小

学校において行った。授業の対象者は， 6年生，

Aクラス一男子19名，女子20名，合計39名 Bク

ラス一男子20名，女子19名，合計39名である。

( 2 )実験内容

台上前転5時間，障害走5時間，バスケットポー

ル8時間，合計18時間の自主性尊重の指導 (Aク

ラス)と，教師主導型の指導 (Bクラス)を行い，

指導方法の違いにより，内発的動機づけにどのよ

うな差がでてくるのか，また，単元前と単元後と

では有能さと自己決定3J4)の感情がどのように変

容したかをAクラスBクラスとの比較により検討

していく。

(3 )指導計画は，図3に示すとおりである。(台

上前転5時間，障害走5時間，バスケットポール

8時間)

指導案(一例)は資料1・2である。

資粍1 Aクラスの学符術導滋

鏑 6学年 体育科学習指導案
1. JIl.ii: 阿古£
2. 日銀
(1)1'.(台のハードルを低い資"でリズミカルtこえ邑リ泌すことができる.
(2)安全にltJ怠し. /1:いにtl4JJして.紋え合い線宵をする.
3. ・4持導.rtJllil
一次…(1I1U削j-.a悶llq線狩・・・ 1時間
二次…凍也別制例・H ・H ・..…… 3時間(1/3】
三次・..;tt!f..¥会・ H ・H ・H ・H ・..¥時!日1

4. 本時の術i#
(¥). rr 己の課陛iにそって.ハードルを低い盗事争で調~.lI" <また ~M して..r:る線
何を工夫してりう.
・安全にH:.Iなし. :It:~・に織力して教え~い線旬をする.
(2)指導過将

児監の J怠 a の iなれ
リズミカルなハードルとはどんなフョrームだろう

n分たちで与えた方法で練視してみよう.

うま〈できた珂[111・できなかった縄Ihliなんだろう.

由
8ああそうか! そう吋制のft:1iがあるのか.
なるほど!ーがg市町たのか.

0つ ~U.-を Lたしてみよう.

友だちの怠見を1P)1こして.もう-'15車計方訟を号えてみよう.

自分たちで与えたm.tで練符しよう.

指呼 1・.の的.Q:I.'.~

01量loi高伎を¥'TRで見
せることによって.学fl
怠欲を高めるとともに.
リズミカんな7マームに
ついて号えさせる.
OflL!'lllloi高伎の¥'TR
での比微によリ.リズミ
カルな陣・'If4;が，ulるた
めのお自の~阻を~めさ
せる.

03Jll解決のため.グルー
プ内で:u合って.鎌伺
の方u;をH させ.アド
パ-1~t，合いながら.続
切させる.

。できた珂111・できない
曙耐をItるために.クラ
Z全体で倒偲交換をする.

0できる反だわから.線
"の[J，;や連仰のコツを
閃〈ニとによリ.忍図解
決の予がか 1)とさせる.

。友だちの怠見を11号に
Lて{f.flJj訟を線hH.
T ドパ-1~t，~いながら
線開させる

0.1阻解決がで島た~(t
に 1: 次の~也にf亀聴させ
る.

第8巻 平成6年4月

台上l向転

rllll試行
深阻811*事例
u年関

陣容耳t
n陶試行
諌姐m曜荷
1時開

パスケットポール

自由試行
認阻訓練何

2時間

( 4 )検討方法

図3

lll!i別鎌狩

3時間

課題別鎌脅

3時間

課題別鎌脅

グループm車潤
4時間

指導計画

発表会

1 且号限I

記録会

3時間

ゲーム

2時間

①小林の態度測定(台上前転始めとバスケット

ポール終了時に測定し，授業診断を試みる)

②カテゴリ一分析(各授業のVTRを対象にして，

教師の発言およぴ児童の発言・行動の量的分析を

する)

③質問紙調査法(パスケットポール終了時に実施

する)

4.結果と考察
( 1 )小林の態度測定による検討

資斜2 Bクラスの"jl:1H行ilJ灘

第 6学年体育科学習指導震

1. ttt:ie附'#..t
2. 日銀
(I)数台のハードルを低い資"でリズミカルに本リ過すことができ. IIt=1?イ
ムに挑戦する.
(2)安全にiI，怠し. :It:いにt4lJしながら力いっl心、線河するニとができる.
3.学脅指導ilt州
一次…rtll11式H・鼻咽nll*雌拘… 1時間
二次…d車問訓練狩…...・H ・..…3時間(1/3)
三次…記録会・・ H ・H ・H ・H ・.1時間

4. 本時の術導
(J)・ハードルを低い道勢でおいくまたぎ起して逸ることができる.
-安全にiLQ:し.JI:いにtAlJして力いっぱい練習するニとができる.
(2)術特冶符

I. 学何の速るド供レ偏-ハー .憾助ntn待の徽鏑 0動スる.をトレ."チ運tl動てや短時.mitl 運動}Jに閃巡11する速
・司を直す自信 動.怖鎗運動をする.

取リ入 でいついさせ

て2.舗・ぷをリ聞凶ズ解くミ決. カルなフ才一ムについ

-?守自の諌姐を決定する.

-練曾Ji法の決定をする.

-鎌符をする.

-成果の1!衣をする.

3 学駿まF視と型め選の とめ
動ま ・ハードルの後始'"

oOt也シ詐何ー力ルカー与鐙ド昭をえ他るさ、、主成した漂IDには | 

してを . せる.
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「楽しい体育Jというと f児童を遊ばせてさえお
けば，楽しさを得ることができるJという意見を
たまに耳にすることがあるが，実際，児童の自主

性を尊重する児童主体の授業においては， r努力J
が存在せず，悪い意味での「遊ぴJになってしま
う可能性がないとは言い切れない。こうなってし

まえば，授業として成立しない。そこで，内発的

動機づけによる授業が，一般的な授業として成立

するかどうか，小林の態度測定を単元前と単元後

に実施し，いわゆる「アンバランスの授業Jにな
らないような配慮をする必要がある。

小林は「授業に対する児童の好意的な態度を育

てることが授業の基底である。それが児童の積極

的な学習意欲を引き出し，学習効果を高めるi原と

なる。体育の授業に対する児童の態度は，運動の

喜ぴ・授業内容に対する評価・授業に対する価値

観という 3つの要素で構成されているJといって
いる 81 つまり「よろこびJr評価Jr価値jとい
う態度スコアの得点が全て高ければ，高いレベル
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の授業であり，得点が低ければ，低いレベルの授

業であるといえる。またある項目は極端に高く，

ある項目は極端に低い授業をアンバランスな授業

というのである。

この態度測定により，台上前転，障害走，パス

ケットポールの 3教材の授業を 1セットの授業と

して，体育の授業診断を試みたところ，表2-1・2

の結果を得ることができた。このことにより，自

主性尊重の指導と，教師主導型の指導ともに，授

業として「成功jであるという判定を得ることが

できた。

( 2 )カテゴリ一分析による検討

それぞれのカテゴリーが 1授業時間において

どれだけの量を占めているかVTR・ワイヤレス

マイクにより行動の録画，およぴ発言内容を録音

し，ビデオ分析する。なお，各カテゴリーの内容

は，表3に示すとおりである。

このカテゴリ一分析を行った結果，本授業にお

災2-2 小林の悠1主測定による佼業診断{絵師指羽塑の術樽}
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次3 9守カテゴリーの内需事 活用・補助jが高い値を示し， Bクラスにおいて

は， r指示・命令Jr講義・説明・示範Jr激励・
叱る寅Jが高い値を示しており，比較においても
有意な差が認められた。したがってAクラスは自

主性尊重の指導， Bクラスは，教師主導型の指導

ということができる。

設議
発関 ば間fr:どMうのKL之Iな訴助ぜa、B同II.抑どだう.拘ろ創うかば造.tjJ~bE肘トぢ鵠知を比的主べ野持て舶t気Tづをmい@匙噴い{蹴司蜘世あ惜どがうせ自じん分てかだのなろ考Ef拭L}そaれっなてらi 

受訴補 j縛足u 
見慢の考えや~Jに対し℃受容・訴J目したり.ì!l裂を樋足したりする.

師

指命 示令 りaにB従5がb見せ喰るをた.ぬ予のF.1T4I号Jt訴sS-fFtt官内示容.命.~令F.伺lBiEtEtt等-に住つaい等て}.. a続的にO:舗のa財道

示aa4m筒s l 字)jな削どlをUS・t別学符・4内t示*す・る学!flljlJi:や.島幸.tまについての処方・考え方・取り飢み

滋叱踊責
見援の成Ji!に対して.貧貨や叱貨をする.

ド努 日目 見mに虫の抱1r1学の習再行生為のk正盟答助やを求TめFパるイ買悶ス

児施 れt臨aばmし伽でt鵠自削分よた.掠ちまながたるで翻のきかる受よ.換うどに制うな材J肱tぽ肘い解ZとLか決.で疑きる問の凶純っ.起舗人と設}にはつグいルてー.プどのでよ考うえにたすり.

荷主選I
学習のめ"てにそった身体活動.

また，児童サイドでの差をみると， Aクラスに

おいては，思考・認識や教え合い，自主的な練習

方法の設定に伴う用具の準備・移動，体育ノート

の記入(自己課題の発見や練習方法の記入)の時

間が多くなっている。 Bクラスにおいては，でき

ばえ重視ということから，やはり主運動の時間が

多くなっている。

!l1"' ，'aJt ;FL2パEイ動スkをJ.すfíるし.て.した個が人っ的てに.銭;えの合欠いaの，~見.聞ではき.る主よ運う鳴にのな防る聞コのツ中ににつ合いまてれ.る7• 
高E

I1 $也選..槌盆還1.盛湿速'自宅J.
' 助

鎚乱 戸dhas I師の完8の怠味が思甥できない.何をしていいか分からず戸15~.
( 3 )質問紙調査

イ i設t法Eに怠のした始がめっとて終.わ周り具のを用司具自値のし軍た備り・.後移始お末し.たまりたす.る自.分たちの学習内容や鎗旬Jj まず，児童がどの程度内発的に動機づけられて

いるのかをみると，Aクラスでは，自由時間に約90

%の児童が4回以上練習しており(表5)， しか

もそのうちの，約80%の児童が， r楽しい・好きJ
という理由から練習をしていることから(図 4)， 

内発的に動機づけられていると考えることができ

る。 Bクラスにおいても，自由時間に4回以上練

習している児童は， 80%以上であるが(表5)， 

その理由として， r楽しい・好きJは， 34.3%と
2位で 1位が「いい点が取りたいJ47.0%，ま

伺z

~{ 
学留;b-FやM:脊ノート.その億のrt将への昆λ.

F 

m 僚VのT作R 
VTRやテープレコーダー，そのoのw覚窃暑のIt作

記劃録定
記録やD点などの測定

ける，教師の発言率および児童の発言率や行動の

比較は，台上前転(表4-1)，障害走(表4-2)， 

パスケットポール(表4-3)の通りである。それ

ぞれの教材においてAクラスでは「発問Jr受容・
&4-1合土儲にお砂るMラス・Bクラスの勧テゴ日ーの雌 tl4-2 ~W患にお砂るAクラス・ Bクラスの6カテゴリーの雌 a4-2鵬統制るAクラス.B丹ス時カテゴ日ーの雌
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れ m:ff提ilJ舛(体;.時瓜此辺{農家などい 。fi!'，前伝 附..パス何回ール勿線視をし』
"かj'ついての AクラスとBクラスmtH (r8 À~lm 

合計 1781何5.1%)18(10.3%リω山 6d釘，Q:J.'¥ >:cし

B 

災地問胞}平成4IJ!U)J 911 
対象符 O/j¥テ校(j11'Aクラス34人

A. ~民しい 好き

B. Ji.速に負けた〈ない
C いい点(シール}が取りたい

D その他

楽施時期平成411!llJl9日
対象." 0小学校6'ドAクラス 34人

A 療 しい 好き

B. J正速に負けた〈ない
C いい点(シール}が取りたい
D その他

一…図4-2 白山附1mに4回以上線"をした理由{倣師3樽嬰の指導)

た3位に「友だちに負けたくないJ15.6%となっ
ておリ(凶 5)，児童の多くが，外，UI')に動機つ

けられていると考えられる。 次に干i(，止さの1'liE
3項目を A?ラスと Bクラスとで比+立したところ

布立な差は認められず(表6-)'2'3)，また111元

iiiiと111.:iiし後のlt申立においても， A. sともに有志、

な差は認められなかった。(表8-)，2'3および表

) 0 -)・2'3)そして.'，¥;;;に80%以上の児童が， rで
きようになりたい ・もっとうまくなりたいJと答

えていることから，自主位坊重 ・教flili王将型のI!lij

指導とらにほとんと'の児童が，有fiË!~t;;を持ち続け

ているとし、うことカf考えられる。

しかし，1'1己決定の判定3項目を向指導で比絞

したところ，全てのまnuにおいて右 iむな差がみら

れ， rはい」と答えた Y~ iîtは s?ラスで1;J:50%

以下だったのに対して，Aクラスでは約80%だっ

た。(表 7ーl'2， 3) また，lI'.元TiijとJil.:iiじ後の比較

をしたところ， Bクラスで与は有昔、な義は認められ

ないものの. 自己決定!~を味わう光市は， 減少す

る傾[rl1がみられた。(必 1) -1-2'3)このことか

ら，外的抑制を強制した桁導を長JUIにわたってわ

うと.児T止の$くは，外発(1'，)に到J織つiltられてし

まう可能性があるといえる。)

Aクラスにおいて， 11'.元前後でユ自己決定感を比

1立したところ， 1%レベノレて'li芯なさ佐が辺、められ.

111元Tjijでは「はいJと答えた児童が約50%でーあっ

→ Ii能さ判辺の質問紙調正 (18人川容}
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2'3)ζのことから自主tt:o:霊の指導において，

児訟の多くは自己決定感を感じることができると

考えられる。

5， まとめ

児lltの自主性を羽lIi:した指導において，児主は，

有fiEさ"&ぴ自己決定惑をi味わい，1;1主的 ・創造(1')

な活動に従事することができる。 しかし，教師王

導型の指導において，児訟は， 有fiE さを!~じるこ

とはできるが，自己決定感を感じることは少ない。

また守IAl発的に動機づけられているクラスにお
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いて，教師主導型の指導を行っても，児童は1，1己
決定感を味わい，自主悦 .fI'Ui'if:1を発揮すること

ができるが，その指導を絞ける と，児童は， しだ

いに外発的に到l機づけられてしまう。

以上のことにより ，児童の知的好者心に基づく

自主悩 ・創造性を尊重した指導を行うことによ っ

て !}c. !îi:の内発的動機づけを引き n~せることがI~I

らかになった。
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